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生涯学習スポーツ振興課 

 

議案第１０３号及び１０４号 指定管理者の指定について 

（港区立生涯学習センター及び港区立青山生涯学習館） 

 

１ 施設名称等 

施設の名称 所在地 

港区立生涯学習センター 港区新橋三丁目１６番３号 

港区立青山生涯学習館 港区南青山四丁目１９番７号 
 
２ 事業者選定の経過 

港区立生涯学習施設指定管理者候補者選考委員会を設置し、優良な候補者を１事

業者選考した後、港区指定管理者選定委員会の審議を経て決定しました。 

応募事業者は１事業者でした。 
 
（１）港区立生涯学習施設指定管理者候補者選考委員会委員 

 委員氏名 役   職 

委 員 長 岩 崎 久美子 放送大学教養学部教授 

副委員長 

星 川 邦 昭 

（令和５年３月３１日まで） 港区教育委員会事務局 

教育推進部長 長谷川 浩 義 

（令和５年４月１日から） 

委  員 伊 藤 真木子 

青山学院大学 

コミュニティ人間科学部教授 

（令和５年４月１日から現職） 

委  員 渋 谷   恵 明治学院大学心理学部教授 

委  員 末 松 裕 基 東京学芸大学教育学部准教授 

委  員 

小野口 敬 一 

（令和５年３月３１日まで） 港区芝地区総合支所 

協働推進課長 西 本  亨 

（令和５年４月１日から） 

委  員 

矢ノ目 真 展 

（令和５年３月３１日まで） 

港区産業・地域振興支援部 

国際化・文化芸術担当課長 

齊 藤 和 彦 

（令和５年４月１日から） 

港区教育委員会事務局 

教育推進部図書文化財課長 

令和５年９月１４日 資料№８ 
区 民 文 教 常 任 委 員 会 
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（２）選考委員会の開催状況 

回 数 開催年月日 審議内容 

第１回 令和５年２月２日（木） 

委員の委嘱について 

候補者の選考方法について 

公募要項について 

選考基準について 

第２回 令和５年６月１３日（火） 

応募事業者の財務状況等について 

第一次審査（書類審査） 

第二次審査の方法について 

第３回 令和５年６月２７日（火） 

第二次審査（プレゼンテーション及び

ヒアリング） 

候補者の決定について 
 
（３）港区指定管理者選定委員会 

   令和５年７月３１日（月）に開催された令和５年度第２回港区指定管理者選定

委員会において、港区立生涯学習施設指定管理者候補者選考委員会で選考された

事業者が、指定管理者候補者として選定されました。 
 
３ 選定された事業者 

名称 公益財団法人港区スポーツふれあい文化健康財団 

代表者 理事長 田 中 秀 司 

所在地 東京都港区赤坂四丁目１８番１３号 
 
４ 指定期間 

  令和６年４月１日から令和１１年３月３１日まで（５年間） 
 
５ 選定の理由 

（１）新橋地域と青山地域に存在する鉄道や企業、美術館等、地域資源を活用した講 

座など、それぞれの地域特性を踏まえた事業計画や、子どもから高齢者までの

様々な世代に向けた事業計画への工夫が評価できます。 

（２）小・中学生を将来の利用者としてとらえた上で、施設利用率の低い時間帯を活

用した小・中学生向けの事業を企画するなど、安定的に施設の運営をしていく

ための将来的なビジョンと、事業者の意欲と熱意が評価できます。 

（３）施設利用に関する課題や実態をよく把握しており、課題解決に対して、事業者 

の持つノウハウや実績に基づいた具体的な提案がされている点が評価できます。 

（４）地震・防災等、危機管理への取組について、令和５年４月に危機管理基本マ 

ニュアルを改訂し、連絡体制が確立されている点や、各種防災訓練を通じて、 

地域とともに万全な体制がとれるように取り組む姿勢が評価できます。 
 
６ 今後の予定 

  令和６年４月１日  指定管理者による管理運営の開始 
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はじめに  

 

 本報告書は、港区立生涯学習施設の指定管理者候補者を選考するにあたり、「港区立生涯

学習施設指定管理者候補者選考委員会」における審査の経過及び結果について報告するもの

です。 

港区立生涯学習施設とは、生涯学習センター及び青山生涯学習館の２施設をさす総称で、

各施設間の相互連携や生涯学習情報の共有化を効率化かつ効果的に行うために、共通した指

定管理者がこれらを一括で施設運営しています。 

 港区が定めた「港区指定管理者制度運用指針」では、民間事業者等が持つノウハウやアイ

ディア、専門性などを活用することにより、多様化する区民ニーズへの柔軟かつ迅速な対応

や効率的で効果的な区民サービスの提供が可能となる施設については、積極的に指定管理者

制度の導入を進めるとしています。 

 

「港区立生涯学習施設指定管理者候補者選考委員会」は、このような視点を踏まえた上で、

港区立生涯学習施設の設置目的を達成し、各施設や応募事業者のポテンシャルを最大限に生

かし、効率的・効果的に区民サービスを提供することができる候補者の選考を行いました。 

審査にあたっては、常に厳正さと公正さを確保するとともに、委員会として委員の総意の

下に結論を導き出すよう努めました。 

 

このたびの港区立生涯学習施設指定管理者候補者への応募は、残念ながら１事業者のみで

あり、複数の事業者からの提案を比較検討できないことから、評価は難しい面もありました

が、当選考委員会として、選考基準に基づき、厳正・公正な審査を行いました。 

当該応募事業者からのいずれの提案も、現状の課題を的確に捉え、かつ、将来を見据えた

大変優れた提案であり、このような事業者を指定管理者候補者として選考することができ、

また、指定管理者を公募した目的が十分達成されたものと、大変喜ばしく感じています。 

候補者となった事業者には、港区立生涯学習センター条例及び港区立生涯学習館条例に基

づき、指定管理者として十二分に力を発揮されることを強く期待いたします。 

 

令和５年６月２７日 

 

生涯学習施設指定管理者候補者選考委員会 

委員長 岩 崎 久美子  
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Ⅰ 選考した指定管理者候補者について 

  

１ 指定管理者候補者 

名 称 公益財団法人 港区スポーツふれあい文化健康財団 

代表者 理事長 田中 秀司  

所在地 東京都港区赤坂四丁目１８番１３号 

  

２ 対象施設 

施設の名称 所在地 

港区立生涯学習センター 東京都港区新橋三丁目１６番３号 

港区立青山生涯学習館 東京都港区南青山四丁目１９番７号 

 

３ 指定期間  令和６年４月１日から令和１１年３月３１日まで（５年間） 

 

４ 選考の理由  

（１）  新橋地域と青山地域に存在する鉄道や企業、美術館等、地域資源を活用した講座

など、それぞれの地域特性を踏まえた事業計画や、子どもから高齢者までの様々な

世代に向けた事業計画への工夫が評価できます。 

 

（２）  小・中学生を将来の利用者としてとらえた上で、施設利用率の低い時間帯を活用

した小・中学生向けの事業を企画するなど、安定的に施設の運営をしていくための

将来的なビジョンと、事業者の意欲と熱意が評価できます。 

 

（３）  施設利用に関する課題や実態をよく把握しており、課題解決に対して、事業者の

持つノウハウや実績に基づいた具体的な提案がされている点が評価できます。 

 

（４）  地震・防災等、危機管理への取組について、令和５年４月に危機管理基本マニュ

アルを改訂し、連絡体制が確立されている点や、各種防災訓練を通じて、地域とと

もに万全な体制がとれるように取り組む姿勢が評価できます。 
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Ⅱ 選考経過について 

 

１ 選考の方法  

(１) 第一次審査 

応募法人から提出された申請書類及び計画書類について、財務関係書類、基本的事

項の適格審査、計画書類に対する評価をもとに総合的な審査を行い、第一次審査通過

者として選考しました。 

(２) 第二次審査 

第一次審査通過者に対して、プレゼンテーション及びヒアリングを行い、（第一次審

査と第二次審査とを併せた）総合評価により指定管理者候補者を選考しました。 
 

２ 選考委員会の構成 

委 員 長 岩 崎 久美子 放送大学教養学部教授 

副委員長 

星 川 邦 昭 

（令和５年３月３１日まで） 港区教育委員会事務局 

教育推進部長 長谷川 浩 義 

（令和５年４月１日から） 

委  員 伊 藤 真木子 

青山学院大学 

コミュニティ人間科学部教授 

（令和５年４月１日から現職） 

委  員 渋 谷   恵 明治学院大学心理学部教授 

委  員 末 松 裕 基 東京学芸大学教育学部准教授 

委  員 

小野口 敬 一 

（令和５年３月３１日まで） 
港区芝地区総合支所協働推進課長 

西 本  亨 

（令和５年４月１日から） 

委  員 

矢ノ目 真 展 

（令和５年３月３１日まで） 

港区産業・地域振興支援部 

国際化・文化芸術担当課長 

齊 藤 和 彦 

（令和５年４月１日から） 

港区教育委員会事務局 

教育推進部図書文化財課長 

 

３ 公認会計士  

坂 本   亮 坂本亮公認会計士事務所 
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４ 選考の進め方 

 

応募書類提出（申請書・財務諸表・計画書等） 

 

 

 

 

 

 

 
 

＜第一次審査＞ 
 

１ 財務状況の調査・分析を行い、可（安定的に経営基盤を有している）若しくは不

可（安定的に経営基盤を有していない）で評価します。 

２ 資金計画の調査・分析を行い、Ａ（特に優れている）～Ｅ（劣っている）までの

５段階に評価します。 

３ 選考基準の各項目に対応した配点に基づき、各選考委員が書類審査を行い、採点

します。 

４ 公認会計士等による財務状況分析に基づく評価と、各選考委員による書類審査の

合計得点により総合的な審査を行い、第一次審査通過者を決定します。 

 

 

＜第二次審査＞ 
 

１ 第一次審査通過者に対して、プレゼンテーション（１０分）及びヒアリング（３

０分）を行います。 

２ プレゼンテーションとヒアリングが終了した後、各選考委員による審査項目を中

心とした評価を行い、採点します。 

３ 第一次審査と第二次審査の点数を合計し、指定管理者候補者を選考します。 

公認会計士による財務状況等の調査・分析を行い、財務状

況評価は可若しくは不可、資金計画評価はＡ～Ｅの５段階

で評価します。 

選考委員による書類審査 

プレゼンテーション及びヒアリング、計画書等の総合評価 
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５ 選考委員会等の開催状況及び経過 

(１) 第１回選考委員会 

日 時  令和５年２月２日（木曜日） 午後１時３０分～午後２時３０分 

場 所  Ｔｅａｍｓによるオンライン会議 

（一部委員は、区役所７階、教育委員会室で出席） 

議 題  委員の委嘱について 

候補者の選考方法について 

          公募要項について 

          選考基準について 

 

(２) 公募手続き 

公募要項発表        令和５年２月２０日（月） 

公募説明会・現地見学会   令和５年２月２８日（火） 

質疑受付          令和５年２月２０日（月）から 

令和５年３月３日（金）午後５時まで 

質疑回答          令和５年３月２４日（金） 

申請受付          令和５年２月２０日（月）から 

令和５年５月２６日（金）午後５時まで 

 

 (３) 第２回選考委員会(第一次審査) 

日 時  令和５年６月１３日（火曜日） 午前１０時～午前１１時５０分 

場 所  Ｔｅａｍｓによるオンライン会議 

議 題  応募事業者の財務状況等について 

         第一次審査（書類審査） 

          第二次審査の方法について 

 

 (４) 第３回選考委員会（第二次審査） 

日 時  令和５年６月２７日（火曜日） 午前１０時～午前１１時３０分 

場 所  区役所７階 教育委員会室 

議 題  第二次審査（プレゼンテーション及びヒアリング） 

 候補者の決定について 
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Ⅲ 選考対象者について 
 

No 事業者の名称 所在地 

１ 
公益財団法人 

港区スポーツふれあい文化健康財団 
東京都港区赤坂四丁目１８番１３号 

  

Ⅳ 選考結果について 

 

１ 第一次審査 

(１) 財務状況分析等について  

    公認会計士による財務状況分析報告書及び資金計画分析報告書に基づき、説明があ

りました。 

ア 財務状況評価 

法人より提出された財務諸表（決算報告）を基に、財務規模、収益性、安全性等に

ついて、数値及び比率分析等により、安定的に継続して指定管理業務を行うことがで

きるか否かを、可若しくは不可の絶対評価を行いました。 

   イ 資金計画評価 

法人より提出された資金計画書を基に、資金・収支計画の正確性、安全性、収支見

込の妥当性、運転資金調達の確実性、事業計画との整合性、経費見積もりの妥当性な

どについて数値及び比率分析により、Ａ～Ｅの５段階総合評価を行いました。 

 

(２) 選考基準表に基づく採点  

選考委員ごとの評価した点数を合計し、全委員の採点した点数の合計による選考を実施

しました。 
 
 

順位 事業者の名称 
財務状況 

評価 

資金計画 

評価 

合計点数 

（1,400 点満点） 

１ 
公益財団法人港区スポーツ 

ふれあい文化健康財団 
可 Ａ 1,015 点 

※ 財務状況評価基準  

可（安定的に経営基盤を有している）、不可（安定的に経営基盤を有していない） 

※ 資金計画評価基準 

 Ａ：特に優れている、Ｂ：優れている、Ｃ：普通、Ｄ：やや劣っている、Ｅ：劣っている 
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(３) 選考経過 

各委員が候補者の提案内容の評価について意見交換を行いました。 
 

事業者の名称 委員の意見 

公益財団法人港区

スポーツふれあい

文化健康財団 

・設置目的に応じた適切な施設運営方針、人材配置が示され

ている。施設長予定者の実績からも着実な運営が想定でき

る。 

・青山生涯学習館で活動する団体の作品発表の場として設置

している「青山ギャラリー」は具体的な場づくりとして評

価できる。 

・「語り部事業」でのメンバーに対するインタビューに基づく

情報のアーカイブ化は、積極的な取組への意識が評価でき

る。 

・事業におけるＩＣＴの活用に関する具体的な提案でのハイ

ブリット方式の講座運営、講座のデジタルアーカイブ化な

どの工夫が評価できる。 

・利用率向上のための認知度の向上について、ＳＮＳなどの

情報発信だけでなく、地域に出てＰＲしていく姿勢が評価

できる。 

・紙媒体やデジタル化への対応など、発信力や素早い対応が

意識されている。 

・地震・防災等、危機管理への取組について、連絡体制が確立

されている点や、各種防災訓練を通じて、地域とともに万

全な体制がとれるように取り組む姿勢が評価できる。 
 

   以上の点を総合的に勘案して、１事業者を第一次審査通過者としました。 

 

２ 第二次審査 

（１）プレゼンテーション及びヒアリング 

第一次審査通過１事業者が１０分のプレゼンテーションを行った後、計画書及びプ

レゼンテーションの内容に基づき３０分のヒアリングを行い、選考基準により審査し

ました。 

  

（２）採点結果 

選考委員ごとの評価した点数を合計し、全委員の採点した点数の合計と第一次審査 

の合計点を合算した総合点数をもとに選考を実施しました。 
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順位 事業者の名称 
総合点数 

（2,100 点満点） 

第一次審査点数 

（1,400 点満点） 

第二次審査点数 

（700 点満点） 

１ 

公益財団法人港区

スポーツふれあい

文化健康財団 

1,510 点 1,015 点 495 点 

 

 

(３) 選考経過 

各委員が第一次審査通過事業者の計画書及びプレゼンテーションの内容の評価につ

いて意見交換を行いました。 

 

事業者の名称 委員の意見 

公益財団法人港区

スポーツふれあい

文化健康財団 

・小・中学生を将来の利用者という視点でとらえており、将

来的にも、安定的に運営をしていくためのビジョンを持ち

つつ、施設の運営に当たる事業者の意欲と熱意を感じるこ

とができた。 

・新橋地域と青山地域のそれぞれの地域特性を踏まえた上で

の多世代に向けた事業計画や、新たな事業企画への工夫は

評価できる。 

・これまでの経験を生かし、施設利用に関する課題や実態を

よく把握している。ヒアリングにおいても、的確かつ具体

的な回答があり、安定的に施設を運営することが期待でき

る。 

 

 

Ⅴ 最終選考結果について 

 

 最終選考結果 

  今回の選考に当たっては、冒頭述べたように１事業者のみからの応募であったため、複 

数事業者の事業提案を比較検討できないなど、苦慮した部分がありました。選考委員会と 

しては、選考基準に基づく採点結果が 2,100 点満点で 1,510 点であり、得点率にして

71.9％と指定管理者として管理運営を行う上で、標準的な水準を確保できていると判断し、

選考委員会の総意として、「公益財団法人港区スポーツふれあい文化健康財団」を港区立

生涯学習施設指定管理者候補者として選考しました。 
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会 議 名 第１回港区立生涯学習施設指定管理者候補者選考委員会 

開 催 日 時 令和５年２月２日（木） 午後１時３０分から午後２時３０分まで 

開 催 場 所 Ｔｅａｍｓによるオンライン会議（一部委員は、区役所７階、教育委員会室で出席） 

委   員 

出席者 ７人 

岩崎委員長、星川副委員長、伊藤委員、渋谷委員、末松委員、小野口委員、

矢ノ目委員 

欠席者 なし 

事 務 局 

教育委員会事務局教育推進部生涯学習スポーツ振興課長      竹村 

教育委員会事務局教育推進部生涯学習スポーツ振興課生涯学習係長 森 

教育委員会事務局教育推進部生涯学習スポーツ振興課生涯学習係  片平 

傍 聴 者 なし 

会 議 次 第 

１ 開会 

２ 委員委嘱 

３ 委員紹介 

４ 委員長・副委員長選出 

５ 議題 議題１ 公募要項（案）について 

     議題２ 第１次及び第２次選考基準（案）について 

６ 今後のスケジュール 

７ 閉会 

配布資料 

資料１   公募要項（案） 

資料１－２ 公募要項（案）【別紙集】 

資料２   第一次審査選考基準・採点表（案） 

資料３   第二次審査選考基準・採点表（案） 

資料４   今後のスケジュール 

参考資料１ 港区立生涯学習施設指定管理者候補者選考委員会設置要綱 

参考資料２ 委員名簿 

参考資料３ 港区立生涯学習施設事業概要・パンフレット 

参考資料４ 施設条例、要綱、その他 

   

会議の結果及び主要な発言 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 開会 

（事務局の進行により開会） 

 

２ 委員委嘱 

  （委嘱状の交付） 

 

３ 委員紹介 
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委員長 

 

Ｂ委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ委員 

 

事務局 

 

 

 

Ｂ委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

委員長 

 

Ｄ委員 

  （各委員から自己紹介） 

 

４ 委員長・副委員長選出 

  互選により岩崎委員長を選出。港区立生涯学習施設指定管理者候補者選考委員会

設置要綱第５条第３項に基づき、副委員長を選任。 

 

５ 議題 

  議題１ 公募要項（案）について 

  議題２ 第１次及び第２次選考基準（案）について 

(事務局から資料１、資料１－２、資料２及び資料３について、相互に関連する

事項のため、一括して説明) 

 

事務局からの説明について、ご意見、ご質問はありますか。 

 

第一次審査表の項番１の類似施設における「公民館」の位置づけについて、確認さ

せてください。 

 

 東京都が発行している「区市町村生涯学習・社会教育行政データブック」において、

社会教育施設を「公民館」、「社会教育会館」、「青少年施設」、「図書館」、「博物館（相

当施設を含む）」、「博物館類似施設」、「女性対象／男女平等推進施設」、「生涯学習セ

ンター」、「その他の施設」と分類しています。そのうち、今回類似施設として採点対

象とするのは、「社会教育会館」及び「生涯学習センター」とします。区民センター

等の公民館施設については、例えば相談機能等の生涯学習施設としての機能を有さな

いとして、複数以上の施設の記載があっても１点とします。 

 

 公民館は社会教育施設に該当しないという取り扱いなのでしょうか。 

 

 失礼いたしました。公民館は社会教育施設であり、類似施設として対象です。 

区民センター等のコミュニティ施設の場合は、生涯学習施設及び社会教育施設の機

能を有していないとして、対象外としたいと考えております。 

 

 事務局は、公民館というよりも、区民センターという意味合いで言及しているとい

う認識でしょうか。 

 

 先ほどの事務局の説明について、少し訂正いたします。 

 「社会教育会館」及び「生涯学習センター」に該当しなくても、事務局で調査し、

実態として生涯学習施設としての機能を有していれば、加点対象としたいと思いま

す。また、事務局採点の結果については、第２回選考委員会の第１次審査の際に、改

めて御相談させていただきたいと思います。 

 

その他になにかございますか。 

 

公募要項１６ページに公募の日程の記載がありますが、申請を受け付けた後の公認
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事務局 

 

Ｄ委員 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

委員長 

 

 

事務局 

 

 

委員長 

 

Ｃ委員 

 

 

委員長 

 

全員 

 

委員長 

 

 

事務局 

 

 

 

Ｅ委員 

 

委員長 

 

全員 

 

委員長 

会計士による財務分析については、第２回選考委員会の前に結果が委員に共有される

のでしょうか。 

 

財務分析の結果は、第２回選考委員会の際に結果を提示させていただきます。 

 

その結果が一定基準に満たない事業者を落選させるかどうかは、第２回選考委員会

の際に選考委員会で決定するということでよろしいでしょうか。 

また、選考委員としては、第２回選考委員会までに採点を終えておくということで

よろしいでしょうか。 

 

委員による書類審査の採点と公認会計士による財務分析を同時に実施しているこ

とから、審査をしていただく際にはお知らせできないかと思います。第２回選考委員

会で各委員の採点結果を持ち寄る際に報告させていただきます。 

 

 ほかにございますでしょうか。 

 前回の選考から変更した点はどちらになるのでしょうか。 

 

 選考基準を一部変更したことに伴い、採点表の形式・提出書類が一部変更になって

います。今回は、資料２の項番５（６）から（８）を中心に変更をしています。 

 

 この点も含め、修正のご意見等はいかがですか。 

 

特にＩＣＴ技術など時代に応じた内容や、認知度向上等の課題に応じた部分が加わ

った内容になっていると思います。事務局採点についても了解しました。 

 

その他に、ご意見等はいかがでしょうか。 

 

― 意見なし ― 

 

 それでは、修正事項なしということで、原案どおりとさせていただきます。 

 その他、事務局から何かありますか。 

 

 選考にあたり、選考の目安を決定する必要があります。第１次審査、第２次審査そ

れぞれの最低基準となる得点率はどのくらいにしましょうか。なお、応募事業者が１

者のみであった場合にも、審査は実施します。 

 

 第１次審査、第２次審査それぞれの得点で、６０％とするのはいかがでしょうか。 

 

 皆さん、ご異議はないでしょうか。 

 

― 異議なし ― 

 

 それでは、第１次審査、第２次審査それぞれ、満点の６０％といたします。 
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事務局 

 

委員長 

 

 

 

全員 

 

委員長 

 

 

Ｄ委員 

 

事務局 

 

 

 

 

 

Ｄ委員 

 

 

 

事務局 

 

 

委員長 

 

全員 

 

委員長 

 

 

委員長 

 

全員 

 

委員長 

 本日の意見を踏まえ、事務局には２月２０日の公募開始に向け、作業を進めていた

だきたいと思います。 

 

６ 今後のスケジュール 

（資料４について説明） 

 

 まず、事務局から説明がありましたとおり、６月１３日の第２回選考委員会、６月

２７日の第３回選考委員会の開始時間を、午前１０時からとしてよろしいでしょう

か。 

 

― 異議なし ― 

 

 それでは、それぞれの開始時間を午前１０時からとさせていただきます。 

 その他、何か質問はありますか。 

 

 今後のスケジュールとしては、事務局からの連絡を待てばいいでしょうか。 

 

 そのとおりです。 

 ５月２６日が申請期限となりますので、その後各事業者の書類をデータ及び書類で

送付します。 

 また、第１次審査の採点表についてはデータでお送りしますので、データをメール

でお送りいただき、６月７日までにご提出をお願いします。 

 

 この時期が学会等の関係で、大学内の郵便物の到着が遅れる可能性がありますの

で、念のため確認させていただきました。ありがとうございます。 

 また、会議時間はどの程度を見込めばいいでしょうか。 

 

 第２回選考委員会は１時間程度、第３回選考委員会は業者からのプレゼンテーショ

ンを受けますので２時間程度の予定です。 

 

 その他、スケジュールについては、よろしいでしょうか。 

 

― 異議なし ― 

 

 それでは、資料４のとおりのスケジュールで、今後進めさせていただきます。 

 

７ 閉会 

 その他、何かございますでしょうか。 

 

― 発言なし ― 

 

 それでは、第１回港区立生涯学習施設指定管理者候補者選考委員会を閉会します。 

※委員長及び副委員長における質疑や講評等に関する発言は、「委員」として表記しています。 
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会 議 名 第２回港区立生涯学習施設指定管理者候補者選考委員会 

開 催 日 時 令和５年６月１３日（火） 午前１０時から午前１１時５０分まで 

開 催 場 所 Ｔｅａｍｓによるオンライン会議 

委   員 

出席者 ７人 

岩崎委員長、長谷川委員、伊藤委員、渋谷委員、末松委員、 

西本委員、齊藤委員   

欠席者 なし 

事 務 局 

教育委員会事務局教育推進部生涯学習スポーツ振興課長      竹村 

教育委員会事務局教育推進部生涯学習スポーツ振興課生涯学習係長 森 

教育委員会事務局教育推進部生涯学習スポーツ振興課生涯学習係  阿部 

そ の 他 坂本亮公認会計士事務所  坂本 亮 公認会計士 

会 議 次 第 

１ 開会 

  人事異動に伴う選考委員の変更について 

２ 報告 

財務状況等分析結果について 

３ 議題 

（１） 第一次審査通過事業者の決定について 

（２） 第二次審査（プレゼンテーション・ヒアリング）について 

４ 今後のスケジュール 

５ 閉会 

配布資料 

資料１   財務状況調査・分析報告書 

資料２   資金計画調査・分析報告書                                            

資料３   第一次審査集計結果 

資料４   第二次審査（プレゼンテーション・ヒアリング）の方法につ

いて 

資料４別紙 第二次審査選考基準・採点表 

参考資料１ 港区立生涯学習施設指定管理者候補者選考委員会委員名簿 

参考資料２ 港区立生涯学習施設指定管理者候補者選考委員会設置要綱 

参考資料３ 第１回港区立生涯学習施設指定管理者候補者選考委員会会議 

      録 

   

会議の結果及び主要な発言 

 

 

 

 

 

 

１ 開会 

（委員長の進行により開会） 

 

（事務局から委員の変更について説明、新委員挨拶） 
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委員長 

 

Ｅ委員 

 

 

公認会計士 

 

 

Ｅ委員 

 

 

公認会計士 

 

 

 

委員長 

 

全員 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

全員 

 

委員長 

 

 

 

Ｂ委員 

 

 

 

 

２ 報告 財務状況等分析結果について 

  （公認会計士から資料１、資料２について報告） 

   財務状況等分析 Ａ事業者 総合評価「可」 

   資金計画分析  Ａ事業者 総合評価「Ａ」 

 

本報告について、質問はありますか。 

 

資金収支計画について、全体の経費から見たときにその他経費の割合が低いよ

うに感じますが、妥当性についていかがでしょうか。 

 

非営利企業ということもあり、あまり利益を多くとっていない印象はあります。

Ａ事業者の経営方針が資金収支計画に織り込まれているように感じています。 

 

資金収支計画書に記載のある人件費の年度ごとの上昇について、妥当性はいか

がでしょうか。 

 

昇給率が妥当であるかについては、将来のことで申し上げにくいのですが、定

期昇給については、資金収支計画に見込んでいない事業者のほうが少ないと思い

ます。 

 

ほかに質問はありますか。 

 

― 質問なし ― 

 

（公認会計士、退室） 

 

３ 議題 

  議題１ 第一次審査通過事業者の決定について 

(事務局から事務局採点について説明) 

 

事務局採点について、何かご意見はありますか。 

 

― 異議なし ― 

 

事務局採点について、承認します。 

それでは、Ａ事業者が第一次審査通過事業者として適格性を有しているか、審

議をします。それぞれが評価したポイント等について講評をお願いします。 

 

３（６）施設の予防保全、５（１２）生涯学習推進計画との関連について、具

体性に欠けていたため、低く採点をしました。 

１点質問をします。様式１０資金収支計画書に記載のある指定管理料が、実績

に比べて大きく上回っていますが、上限額等は設けていないのでしょうか。 
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事務局 

 

 

Ｃ委員 

 

 

 

 

 

 

Ｄ委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｅ委員 

 

 

 

 

 

Ｆ委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｇ委員 

 

上限額は設けていません。予算編成時に提案された収支計画書の金額を上限と

して、正式な指定管理料を決定します。 

 

私は評価の視点を満たしていれば、５をつける採点をしたので少し高めの採点

になっています。生涯学習に関する事業運営は、既存の企画で従来どおりである

ことや、デジタルの活用に課題を感じたため、低めに採点をしています。 

３（１）管理運営体制に関しては、設置目的に応じた適切な施設運営方針、人

材配置が示されており、施設長予定者の実績からも着実な運営が想定できると感

じました。 

 

私は、３（５）保守管理や３（６）施設の予防保全に対する考え方について、

低く評価をしました。保守管理について、どのようにしてリスクを把握し、事前

に対策をしていくのかをもう少し具体的に書いて欲しかったと感じます。 

その他の部分では、社会教育施設として、無理のない範囲でデジタルでの情報

発信を取り入れていると評価しました。５（１２）自主事業計画についても、新

しいニーズを発掘する意識が高いと感じ、高めに評価をしました。６（３）高齢

者、障害者の雇用促進の考え方については、雇用促進の意識はみられるものの、

持続可能性を考えるとより専門的な支援が必要になると感じ、第二次審査で聞い

てみたいと思いました。 

また、５（５）生涯学習における指導者・団体等の育成、研修及び交流に関す

る具体的な提案における「語り部事業」でのメンバーへのインタビューに基づく

情報のアーカイブ化や、５（６）事業におけるＩＣＴの活用に関する具体的な提

案でのハイブリット方式の講座運営等、講座のデジタルアーカイブ化などの工夫

を評価しました。 

 

３（１）管理運営体制の中の施設運営に対する考え方の記述が不十分に感じま

した。一方で、職員体制に関しては妥当であると判断をしたので、点数は３点を

付けました。 

全体を通した印象として、既存の事業に関しては、持続可能性が高いと感じま

した。 

 

３（４）環境に配慮した施設の取組に関しては、区の政策を加味した上で提案

をしていると評価しました。４（２）地震・防災等、危機管理への取組について

も、連絡体制が確立されている点と各種防災訓練を通し、地域とともに万全な体

制がとれるように取り組むということを記載していた点を高く評価しました。一

方で、４（１）個人情報保護については、本年４月１日に施行された改正個人情

報保護法の観点が記載されておらず、低く評価をしました。 

５（８）認知度及び利用率向上のための取組における認知度の向上について、

ＳＮＳなどの情報発信だけでなく、地域に出てＰＲしていく姿勢が評価できると

感じました。 

 

施設運営を任せる点については特に不安を感じませんでした。３（６）施設の

予防保全について、具体性に欠けると感じたため、低く評価しました。５（１）
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Ａ委員 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

Ｇ委員 

 

 

委員長 

 

事務局 

 

委員長 

 

Ｄ委員 

 

 

 

 

委員長 

 

 

Ｂ委員 

 

 

Ｄ委員 

 

 

委員長 

 

全員 

 

委員長 

生涯学習に関する情報の収集及び提供並びに相談に関する具体的な提案に関して

も、具体性がなかったため、低く評価しました。４（２）地震・防災等、危機管

理への取組に関しては、具体的な地域との連携を明記している点が高く評価でき

ると感じました。 

 

運営を任せることについては問題がないと判断しましたが、施設を現状より、

よりよくしていくための提案をしていただきたいと感じ、評価をしました。 

 生涯学習センターの施設長予定者は、区内の様々な施設を経験しており、経験

値が期待できるとともに、区内の町会・自治会、商店街、企業、大学、登録団体

等の円滑な連携が取れると感じました。 

 

それでは、点数に差がある項目について、改めて丁寧に議論をします。 

５（１）生涯学習に関する情報の収集及び提供並びに相談に関する具体的な提

案について意見をお願いします。 

 

ＳＮＳ等のツールの説明はあるものの、そのツールを活用して何をするのかに

ついての言及がなかったため、低く評価しました。 

 

この点について、第二次審査で説明を求めることはできますか。 

 

可能です。その点に関しても、後ほどご審議をお願いします。 

 

それでは、後ほど審議します。末松委員、ご意見いかがでしょうか。 

 

先ほども申しましたが、社会教育施設としては十分な提案だと感じました。特

に青山ギャラリーという具体的な場づくりの提案の意識を評価しています。また、

紙媒体やデジタル化への対応など、発信力や素早い対応が意識されていると感じ

ました。 

 

ありがとうございます。続いて、５（１２）自主事業計画について意見をお願

いします。 

 

施設の設置目的、港区生涯学習推進計画をどのように理解し、どう対応してい

くのかという点について、具体性がなかったため低く評価しました。 

 

新たなニーズの発掘や、新規企画への意欲を感じたので、高く評価しました。

その部分の意欲の有無が、サービス提供の差を見出すと感じています。 

 

ありがとうございます。その他、ご意見はありますか。 

 

― 意見なし ― 

 

ないようであれば、保守管理、設備機器管理、清掃等に関する予防保全の具体
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全員 

 

委員長 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

全員 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

Ｅ委員 

 

 

 

委員長 

 

全員 

 

委員長 

 

 

全員 

 

的な提案、施設の予防保全に対する具体的な提案、個人情報保護に関する方針の

具体的な定め方、ＳＮＳ等を活用して情報発信した後、どのように利用者を増や

していくかの提案、新たなニーズの発掘及び自主事業の新規計画の提案、高齢者、

障害者の雇用後に事業者が講じる対応及び定着のための取組について、第二次審

査においてより具体的な提案を求めるということでよろしいでしょうか。 

 

― 異議なし ― 

 

それでは、事務局はそのように対応をお願いします。 

自身の採点について見直しの時間を設けます。 

 

（再集計） 

 

第一次審査については、１，４００点満点中１，０１５点です。Ａ事業者は６

割を超えているため、第二次審査に進むということになりますが、よろしいでし

ょうか。 

 

― 異議なし ― 

 

それでは、第二次審査に進む事業者をＡ事業者に決定します。 

 

議題２ 第二次審査（プレゼンテーション・ヒアリング）について 

  事務局から第二次審査について説明 

計画書類の様式１４管理運営計画に関する書類のうち、運営組織の構造の記

載がなかったため、組織構造図（組織体系図）を追加資料として依頼するこ

とのほか、プレゼンテーションの概要資料（Ａ３一枚・片面）を用意するこ

とと、議題１の審議の中で、より具体的な提案を記載した資料を求める。 

 

何か意見はありますか。 

 

プレゼンテーション１０分、ヒアリング２０分ということですが、選考委員が

７人いるため、ヒアリング時間を長めにとって、３０分にするのはいかがでしょ

うか。 

 

ヒアリング時間を３０分にするという提案について、何か意見はありますか。 

 

― 異議なし ― 

 

では、ヒアリング時間を３０分とします。 

ほかに意見はありますか。 

 

― 意見なし ― 
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委員長 

 

 

 

 

委員長 

 

全員 

 

委員長 

 

 

委員長 

 

全員 

 

委員長 

では、第二次審査については、以上のとおり決定します。 

 

４ 今後のスケジュール 

(事務局から今後のスケジュールについて説明) 

 

その他、スケジュールについては、よろしいでしょうか。 

 

― 意見なし ― 

 

 それでは、資料４のとおりのスケジュールで、今後進めさせていただきます。 

 

５ 閉会 

その他、何かございますでしょうか。 

 

― 意見なし ― 

 

 それでは、第２回港区立生涯学習施設指定管理者候補者選考委員会を閉会しま

す。 

 

※委員長及び副委員長における質疑や講評等に関する発言は、「委員」として表記しています。 
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会 議 名 第３回港区立生涯学習施設指定管理者候補者選考委員会 

開 催 日 時 令和５年６月２７日（火） 午前１０時から午前１１時３０分まで 

開 催 場 所 区役所７階 教育委員会室 

委   員 

出席者 ７人 

岩崎委員長、長谷川副委員長、伊藤委員、渋谷委員、末松委員、 

西本委員、齊藤委員、  

欠席者 なし 

事 務 局 

教育委員会事務局教育推進部生涯学習スポーツ振興課長      竹村 

教育委員会事務局教育推進部生涯学習スポーツ振興課生涯学習係長 森 

教育委員会事務局教育推進部生涯学習スポーツ振興課生涯学習係  武井、若松 

傍 聴 者 なし 

会 議 次 第 

１ 開会 

２ 第二次審査（プレゼンテーション・ヒアリング）方法について 

３ 第二次審査 事業者によるプレゼンテーション及びヒアリング 

４ 採点及び指定管理者候補者の選定について 

５ その他 

６ 閉会 

配布資料 

資料１  第二次審査（プレゼンテーション・ヒアリング）方法について 

資料２  第二次審査選考基準・採点表（Ａ事業者） 

資料３  第一次審査集計結果 

資料４  第二次審査集計結果（※採点終了後、机上配布） 

参考資料 第２回選考委員会議事録概要 

   

会議の結果及び主要な発言 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

１ 開会 

（委員長の進行により開会） 

 

２ 第二次審査（プレゼンテーション・ヒアリング）方法について 

  （事務局から第二次審査について説明） 

 

３ 第二次審査 事業者によるプレゼンテーション及びヒアリング 

  （Ａ事業者のプレゼンテーション・１０分間） 

 

それではヒアリングを３０分間、行います。 

委員の皆さん、何か御質問はありますでしょうか。 
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Ｄ委員 

 

 

 

 

 

Ａ事業者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ委員 

 

 

Ａ事業者 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ委員 

 

Ａ事業者 

 

 

 

 

 

Ｇ委員 

 

 

 

保守管理、施設の予防保全についてお尋ねします。 

目視での点検には限界があると思いますが、その他の方法として、どのような

ことを想定されていますか。また、優先順位についてはどのようにお考えですか。 

もう１点、高齢者、障害者の雇用促進の考え方について、採用後の周囲の理解

が重要かと思いますが、どのように啓蒙等をするか教えてください。 

 

まず、保守管理、施設の予防保全について回答します。 

目視につきましては、1日３回チェックシートを利用し、職員が点検を行います。

保守管理を行う業者とも連携し、小さな不具合についても共有するとともに、保

守点検等必要な判断をしております。判断ができない場合は、区内事業者とのつ

ながりを生かし、すぐに点検に来ていただきます。 

また、優先順位という点では、業者からの報告書を確認した上で、所管と連携

し、点検や修繕の優先順位を決めます。天井のＬＥＤ等、一度で全ての修繕等を

することが難しい場合については、優先する箇所を決めてから、年度の計画を立

てます。 

最後に、障害者、高齢者の雇用については、それぞれ個別の対応が必要と考え

ています。業務の範囲の中で無理なく働いていただく工夫として、情報共有を行

う予定です。 

 

現在、生涯学習施設の事業に参加していない区民や、見えていない地域の課題

にどのように答えるのか、事業計画について教えてください。 

 

現在参加できていない方に参加していただくため、場所を選ばず参加できるオ

ンライン事業の取組を検討しています。ＳＮＳを活用し、現在情報の届きにくい

層に対しても広報を行い、情報が届くよう工夫をします。 

見えない地域課題に関しては、具体的に、今年度は「防災」をテーマにし、横

同士の交流をもっていただくとともに、生活の中の防災について考えることで、

学びをきっかけとして、地域の新しい繋がりをつくりたいと考えています。他に

も、リスキリングに焦点をあてていきたいと考えています。利用の少ない３０代

から４０代に興味を持ってもらえるよう、工夫を行ってまいります。 

 

住民参加の仕組みについてはどのように考えていますか。 

 

区民の方が自ら集まり企画をして、講師の方を呼び、自分たちの興味のあるこ

とを学ぶ「さくらだ学校」という事業では、桜田小学校の名前を受け継いでいる

こともあり、地域に根付き、住民参加が実現しています。しかしながら、新規で

の参加が少ないという課題があるため、次世代に向けた工夫を、考えて今後取り

組もうと思っています。 

 

港区生涯学習推進計画でのアンケートで生涯学習施設の利用意向が２施設合計

で１６．５％と低い数字となっています。これまでの運営実績の中でＳＮＳを活

用して利用率が向上した成功事例や、今後考えていることをお聞かせください。 

また、区民センターと生涯学習施設の違いをどのように区民に説明するのか教
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Ａ事業者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｆ委員 

 

 

 

Ａ事業者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｅ委員 

 

 

Ａ事業者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

えてください。 

 

まずＳＮＳについては、インスタグラムとツイッターを運用します。インスタ

グラムでは、部屋の写真や事業の様子の写真を投稿する予定です。ツイッターで

は、職員の個性も生かしながら曜日ごとに投稿し、地元の情報を交えたいと考え

ています。成功事例としましては、生涯学習センターにいる地域猫の写真を撮っ

て、ＳＮＳに掲載した方の投稿をみて、生涯学習センターの存在を知ったという

方から意見を頂戴したことがありました。今後も、好きなユーザーが集まってい

るものを探り、生涯学習施設があるということを伝えていきたいと考えています。 

続いて、区民センターと生涯学習施設の違いについてお答えします。 

区民センターはエリアの中の繋がりを考えることが最優先であると認識しま

す。一方、この生涯学習施設は、学びをきっかけとした世代間の繋がりを優先す

る事業を展開しており、ここに大きな違いがあると考えております。 

 

地域の連絡会議に直接出向くことと、施設を守るという２点の両立についてど

のように考えていますか。また、新たな自主事業の計画について、どのような課

題意識を持ってこの計画を考えたか教えてください。 

 

施設の安全については、職員の共有が何よりも大事だと考えています。地域と

の連携事業に携わる職員が安心して出ていけるよう、情報共有を常に心がけてい

きます。 

新たな自主事業の計画についての課題は、生涯学習センターにおける月曜日と

金曜日の午前中の利用率の低さが挙げられます。この時間を活用し、今後新しく

利用者となり得る小・中学生を対象にした事業を長期休暇中に行う予定です。 

また、青山生涯学習館では、赤坂地区でのペットの飼育率が高いことから、地

域の動物病院と連携して、楽しく学べる生き物講座を計画いたしました。 

その他、昨年度実施した児童相談所の子どもに対する読み聞かせが好評だった

ことから、来年度は、近隣の保育園、幼稚園、あいぽーとの子どもたちに向けて

読み聞かせを実施します。 

 

生涯学習センターと青山生涯学習館の２つの施設で、それぞれが抱えている課題

は何か教えてください。 

 

まず、生涯学習センターでは、学習室の利用率は高いのですが、会議を目的とし

た利用が多く、区民の団体の利用を促進したいという課題があります。また、利

用団体登録をしている方のうち、６０代の方が６４％と多く、子育て世代の３０

代から４０代の方の利用が少ないという点も課題であると考えています。 

青山生涯学習館では、利用団体の高齢化が理由による団体の解散が多いこと等

により、利用率が低迷した時期もありましたが、現在は、長期休暇期間に親子で

参加できる講座を開催したり、在勤者に向けて、夜間に事業を開催する事業を拡

張したりすることで改善をしています。 

また音楽を使用することができない部屋が多い点を改善することで、未就学児

へのリトミック等の用途で、近隣の住民に利用してもらえれば、利用率はもっと
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Ｅ委員 

 

 

 

Ａ事業者 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

事務局 

 

 

委員長 

 

 

 

Ｅ委員 

 

 

 

 

Ｆ委員 

 

 

 

 

Ｇ委員 

 

 

Ｂ委員 

 

 

 

Ｃ委員 

もっと上がるのではないかと思っております。 

 

 両施設とも、現在利用の少ない層に利用を呼び掛けるという点が課題として共

通していますが、ＳＮＳを活用した情報発信で現在利用の少ない層に届くのか不

安がありますが、いかがでしょうか。 

 

実際に小・中学生の保護者に御意見を伺ったところ、インターネットを利用し、

気になるワードを検索することで情報を収集していることが多いということがわ

かりました。ＳＮＳと連動し、常にホームページの情報を更新し、検索性の高い

言葉を入れることで対応が可能であると考えています。手軽にわかりやすい言葉

を使うということを特に力を入れて、ホームページやＳＮＳ等でも活用していき

たいと思っております。 

 

～３０分経過、ヒアリング終了～ 

 

 ありがとうございました。Ａ事業者は、御退出ください。 

 

４ 採点及び指定管理者候補者の選定について 

集計結果は、７００点満点中４９５点で、６割の４２０点を超えています。第

一次審査の１，０１５点と合わせて、合計で１，５１０点となります。 

 

集計の結果、第一次審査及び第二次審査ともに満点の６割を超えているので、

Ａ事業者を生涯学習施設指定管理者候補者として選考してよろしいでしょうか。 

 各委員から御意見はありますか。 

 

第一次審査の中では、具体性に欠けていた提案について、プレゼンテーション

の中で具体的に示されていた点、また施設長予定者の方が、答えづらいような質

問に対しても、明確に答えていただき、指定管理業務に対する熱意というものを

感じられましたので、全体的に高い評価としています。 

 

ヒアリングを実施したことで、施設利用に関する課題をよく把握しているとい

う印象を受けました。小・中学生を将来の利用者という視点でとらえていた点も

よかったです。将来的にも、安定的に運営をしていくためのビジョンを持ちつつ、

施設の運営に当たる事業者の意欲と熱意を感じることができました。 

 

ヒアリングの結果、経験も含めて指定管理者候補者として選考することは、全

く問題ないと判断し、全ての項目で合格点以上をつけています。 

 

経験があるから具体的にいえることがとても多かったと感じました。 

区民が運営に絡み、試行錯誤しながらつくり上げていくプロセスを大事にでき

る余裕があってもいいと思いました。 

 

 事業をよく把握されていて、的確に回答をいただいたという印象を受けました。
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Ｄ委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ委員 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

全員 

 

委員長 

 

全員 

 

 

 

 

 

委員長 

 

全員 

 

委員長 

 

運営に関してはあまり問題を感じず、点数も高くつけております。 

年代だけではない多様な区民への配慮という点でも、新しい視点や企画がある

とよいのかなと考えて評価をしました。 

 

施設の安全・安心について、外部の業者と連携して定期的な保守管理への意識

が確認できたということで、基準に達したという判断をしました。 

高齢者、障害者については、自分たちでどうにかというような印象を受けたの

で、専門的な意見を取り入れたほうがいいと感じました。 

施設の課題認識については、抽象的な印象を受けました。サービスとして区民

が受動的に参加するのではなく、区民とともに、一緒に考えていく姿勢があると

よいと思いました。 

新橋地域と青山地域のそれぞれの地域特性を踏まえた上での多世代に向けた事

業計画の工夫や、新たな事業企画への工夫は評価できると感じました。 

 

施設の予防保全に関しては、命に関わるような業務の危機管理体制を参考に、

安全・安心の働きかけを徹底してもらいたいとを感じ、低く点数を付けました。 

また、プログラムの提供が先行していて、区民を参画させていくというような

働きかけが欠けていると感じました。 

現在の施設の実態を把握している点と意欲的に業務に取り組む姿勢については

評価できると感じました。 

 

 他に御意見はありますか。 

 

― 意見なし ― 

 

 ないようであれば、Ａ事業者を指定管理者候補者として選考します。 

 

― 異議なし － 

 

５ その他 

（事務局から今後のスケジュールについて説明） 

 

６ 閉会 

その他、何かございますでしょうか。 

 

― 意見なし ― 

 

 それでは、第３回港区立生涯学習施設指定管理者候補者選考委員会を閉会しま

す。 

 

※委員長及び副委員長における質疑や講評等に関する発言は、「委員」として表記しています。 
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Ⅰ 施設の概要 

１ 指定管理者制度導入の趣旨 

  港区及び港区教育委員会（以下「教育委員会」といいます。）では、多様化する区民

ニーズへの柔軟かつ迅速な対応や効率的で効果的な区民サービスを提供するため、公

の施設の管理・運営を包括的に委任する指定管理者制度を積極的に導入しています。 

 今回、港区立生涯学習センター（以下「センター」といいます。）及び港区立青山生

涯学習館（以下「学習館」といいます。）の管理・運営について、民間事業者等が持つ

ノウハウやアイデア、専門性などを活用するため、指定管理者を広く募集します。応

募にあたっては、「港区指定管理者制度運用指針」に基づく区の方針を十分に認識し、

また、施設の設置目的等を理解のうえ、本要項に基づく創意工夫のある提案を期待し

ています。 

 

２ 施設の設置目的 

（１）センター 

   区民の生涯にわたる学習活動を総合的に支援し、生涯学習社会を実現していくこ

とを目的としています。 

 

（２）学習館  

   生涯学習の振興を図り、区民が自ら文化的教養を高め得るような環境を醸成する

ことを目的としています。 

 

３ センターの概要  

（１）名称 

   港区立生涯学習センター（愛称「ばるーん」） 

 

（２）所在地 

東京都港区新橋三丁目１６番３号   

  

（３）施設規模 

  ア 構   造 ：鉄骨造 

  イ 階   数 ：地上４階・一部５階 

ウ 敷 地 面 積 ：２３８６．３１㎡ 

  エ 延べ床面積：２９１５．５５㎡ 

 

（４）開設年月日 

   平成１０年４月１日 
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（５）休館日・開館時間 

  ア 休館日 

（ア）１月１日から同月３日まで及び１２月２９日から同月３１日まで 

  （イ）その他臨時休館日 

 

  イ 開館時間 

  （ア）月曜日から土曜日：午前９時から午後９時３０分まで 

  （イ）日曜日：午前９時から午後５時まで 

 

（６）利用対象者 

  ア 教育委員会に登録した社会教育関係団体 

  イ 教育長が指定する福祉団体 

  ウ 町会及び自治会 

  エ 港区立区民センター及び港区立男女平等参画センターに登録した団体 

  オ その他教育委員会に利用登録した団体（生涯学習施設一般団体等） 

 

（７）使用料 

使用料については、下表（平成２９年４月１日改定）のとおりです。 

なお、使用料には、維持管理経費の変動、施設の運営状況を定期的に反映させる

必要があるため、区では３年を目途に使用料の見直しを行うこととしています。 

 

部屋名 
面積 

(平方メートル) 
定員 

使用料（円） 

午前 午後 夜間 

１０１学習室 １７０ ８０ ３，６００ ４，８００ ４，８００ 

学習情報ルーム  ５５ ― ― ― ― 

２０１学習室  ２１ １６   ５００   ６００   ６００ 

２０２学習室  ３０ １７   ６００   ８００   ８００ 

２０３学習室（和室）  ５１ ２５ １，１００ １，４００ １，４００ 

２０４学習室  ５１ ２０ １，１００ １，４００ １，４００ 

２０５学習室  ５１ ３０ １，１００ １，４００ １，４００ 

３０１学習室  ５１ ２０ １，０００ １，３００ １，９００ 

３０２学習室  ２１ １０   ５００   ６００   ６００ 

３０３学習室  ６８ ３６ １，４００ １，９００ １，９００ 

３０４学習室  ６８ ３６ １，４００ １，９００ １，９００ 

３０５学習室 １０２ ６０ ２，２００ ２，９００ ２，９００ 

レクリエーションルーム ４２３ ― ５，３００ ７，２００ ９，６００ 

付帯 

設備 

アップライトピアノ １００ 

グランドピアノ ３００ 

陶芸窯 ９００ 

その他 
音響セット、拡声装置 ― 

プロジェクター ― 
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（８）指定管理料等 

本施設の過去の指定管理料については、下表のとおりです。 

なお、記載額は過去の実績を参考として示したものであり、本提案における指定

管理料の上限額ではありません。 

 

 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

指定管理料実績 69,883,873 円 66,338,272 円 64,614,442 円 

【
内
訳
】 

職員人件費 32,252,693 円 31,589,857 円 33,209,911 円 

光熱水費 6,202,247 円 4,196,790 円 4,135,816 円 

修繕費 2,114,322 円 1,667,600 円 1,845,360 円 

事業運営費 3,060,785 円 1,468,914 円 2,762,921 円 

施設管理経費 24,688,826 円 26,050,211 円 21,258,134 円 

その他経費 1,565,000 円 1,364.900 円 1,402,300 円 

※指定管理料実績は、項番Ⅱ４（１）における予算額と実績額の差額を清算した後の

指定管理料の額です。 

※新型コロナウイルス感染症の影響により、令和２年３月２８日から同年５月３１日

まで臨時休館しました。 

※老朽化に伴う改修工事のため、令和３年１２月１日から令和４年２月２８日まで臨

時休館しました。 

 

４ 学習館の概要  

（１）名称 

   港区立青山生涯学習館 

 

（２）所在地 

東京都港区南青山四丁目１９番７号   

  

（３）施設規模 

  ア 構   造 ：鉄骨造 

  イ 階   数 ：地上２階建ての一部 

ウ 敷 地 面 積 ：８１０．５９㎡ 

  エ 延べ床面積：５９４．８６㎡ 

 

（４）開設年月日 

   平成１０年４月１日 

 

（５）休館日・開館時間 

  ア 休館日 

（ア）日曜日 

（イ）国民の祝日に関する法律に規定する休日 
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（イ）１月２日及び同月３日並びに１２月２９日から同月３１日まで 

  （ウ）その他臨時休館日 

 

  イ 開館時間 

  （ア）月曜日から金曜日：午前９時から午後９時３０分まで 

  （イ）土曜日：午前９時から午後５時まで 

 

（６）臨時開館 

   委員会規則に定める利用の申請を受けたときは、休館日（１月１日から同月３日

まで及び１２月２９日から同月３１日までを除く。）に開館する。 

    
（７）利用対象者 

  ア 団体利用 

（ア）教育委員会に登録した社会教育関係団体 

  （イ）教育長が指定する福祉団体 

  （ウ）町会及び自治会 

  （エ）港区立区民センター及び港区立男女平等参画センターに登録した団体 

  （オ）その他教育委員会に利用登録した団体（生涯学習施設一般団体等） 

  イ 個人利用 

    図書室利用者（ただし、図書の貸出は、特別区在住・在勤・在学者のうち、利

用カードが交付されている者に限る。） 

 

（８）使用料 

使用料については、下表（平成２９年４月１日改定）のとおりです。 

なお、使用料には、維持管理経費の変動、施設の運営状況を定期的に反映させる

必要があるため、区では３年を目途に使用料の見直しを行うこととしています。 

 

部屋名 
面積 

(平方メートル) 
定員 

使用料（円） 

午前 午後 夜間 

学習室１ ３７ １５ １，２００ １，３００ １，９００ 

学習室２ ５８ ３０ １，６００ ２，３００ ３，０００ 

学習室３ ５８ ３０ １，６００ ２，３００ ３，０００ 

学習室兼レクリエーションホール ９６ ６０ ２，９００ ３，８００ ５，２００ 

図書室 ７１ ― ― ― ― 

子ども図書室 ２０ ― ― ― ― 

その他 
拡声装置 ― 

プロジェクター ― 

 

（９）指定管理料等 

本施設の過去の指定管理料については、下表のとおりです。 

なお、記載額は過去の実績を参考として示したものであり、本提案における指定

35



 

 5

管理料の上限額ではありません。 

 

 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

指定管理料実績 24,025,123 円 24,587,083 円 25,140,901 円 

【
内
訳
】 

職員人件費 16,745,260 円 16,904,406 円 18,532,626 円 

光熱水費 0 円 0 円 0 円 

修繕費 52,800 円 100,100 円 70,400 円 

事業運営費 0 円 0 円 0 円 

施設管理経費 6,271,263 円 6,598,177 円 5,934,775 円 

その他経費 955,800 円 984,400 円 603,100 円 

※指定管理料実績は、項番Ⅱ４（１）における予算額と実績額の差額を清算した後の

指定管理料の額です。 

 ※新型コロナウイルス感染症の影響により、令和２年３月２８日から同年５月３１日

まで臨時休館しました。 

５ 指定期間 

令和６年４月１日から令和１１年３月３１日まで（５年） 

 

Ⅱ 指定管理者が行う業務 

１ 事業運営 

（１）基本事業 

指定管理者が行う事業に関する業務は、以下のとおりです。詳細については、業

務基準書（別紙１及び別紙１－２）及び業務仕様書（別紙２及び別紙２－２）を参

照してください。 

 

ア センターに関する業務 

（ア）生涯学習に関する情報の収集及び提供並びに相談に関すること。 

ａ 学習情報ルーム等を効果的に活用し、生涯学習に関する情報を提供すること。 

 ｂ ホームページ、ＳＮＳ等を活用し、生涯学習に関する情報、講座情報等を提供 

すること。 

   ｃ 港区生涯学習講座の動画配信実施要綱に基づく動画配信の周知を行うこと。 

   ｄ 社会教育士等の生涯学習又は社会教育に関する有資格者を配置し、生涯学習 

における様々な相談に対応すること。 

（イ）生涯学習に関する講座等の開催に関すること。 

 ａ さくらだ学校の講座を開催すること。 

 ｂ 親子教室の講座を開催すること。 

 ｃ みなと学びの循環事業を行うこと。 

（ウ）生涯学習に関する事業を行う機関及び団体の連携、協力及び交流の支援に関す   

ること。 
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   ａ フェスティばるーんの企画運営に関すること。 

   ｂ 協働参画事業の講座を開催すること。 

（エ）生涯学習に関する調査、研究、普及及び啓発に関すること。 

（オ）生涯学習における指導者等の育成、研修及び交流に関すること。 

 ａ 語り部の育成や、語り部と協力した事業の企画運営に関すること。 

 ｂ 社会教育関係団体の活動支援のため、指導者育成研修を開催すること。 

 ｃ 港区生涯学習講座提供事業（以下「まなび屋」といいます。）に関すること。 

（カ）センター施設の利用に関すること。 

（キ）その他教育委員会が必要と認める事業 

イ 学習館に関する業務 

（ア）学習館施設の利用に関すること。 

（イ）生涯学習活動を行う団体の育成に関すること。 

ａ 社会教育関係団体の活発化を図るため、連携講座を開催すること。 

 ｂ まなび屋に関すること。 

（ウ）その他教育委員会が必要と認める事業 

 

（２）提案事業 

港区立生涯学習センター条例第１条及び港区立生涯学習館条例第１条に定める

目的を達成するため、港区立生涯学習センター条例第３条及び港区立生涯学習館条

例第３条に基づく事業を提案してください。事業を計画する場合は、港区生涯学習

推進計画（令和３年３月策定）を踏まえ、生涯学習施設が生涯学習を行う施設であ

ることを十分に認識の上、地域の特性やセンターと学習館が連携して実施すること

によって、より効果が見込めるよう提案してください。 

なお、提案事業は、事前に教育委員会と協議の上決定し、指定管理料の範囲内で

実施します。 

 

（３）自主事業 

上記（１）（２）のほか、本施設の設置目的に合致し、かつ、本業務の実施を妨げ

ない範囲で、施設の利用率向上等を図るための事業を自主的に行うことができます。 

なお、自主事業は、事前に教育委員会と協議の上決定し、事業に係る経費は事業

者の負担とします。 

 

（４）職員体制 

  ア 指定管理者は、公の施設としての心構えを認識し、従事職員教育、接遇教育等

の研修を受講し、利用者への接遇等が常に良好となるよう努めること。 

イ 指定管理者は、施設等の管理業務を適正に行うため、施設等管理責任者（以下

「施設長」といいます。）を配置すること。 

ウ センターと学習館を統括する統括施設長を設置すること。なお、施設長は、統

括施設長を兼ねることができる。 

エ 施設長は、常勤職員を充てること。 
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オ 施設長は、施設等の管理運営について、所属職員を指揮監督し、業務を統括す

るとともに、自らも職員として職務を行うこと。 

カ 指定管理者は、生涯学習に関する事業企画や相談業務については、社会教育士

等の生涯学習又は社会教育に関する有資格者を配置するとともに、施設等の管

理運営に当たって特に専門員の配置が必要な場合は、専門知識、経験、資格等

を有する専門員を配置すること。 

 

２ 施設の維持管理 

（１）施設の維持管理業務 

指定管理者が行う維持管理に関する業務は、下記のとおりです。詳細について

は、業務基準書（別紙１及び別紙１－２）及び業務仕様書（別紙２及び別紙２－

２）を参照してください。 

なお、学習館については、放課ＧＯ→クラブせいなんと併設しています。屋内

の共用部はありませんが、屋外の共用部は学習館の施設長が施設の維持管理等に

関する責務を負うものとし、放課ＧＯ→クラブせいなんと情報の共有等、日常的

に連携を図ることとします。 

ア 環境衛生（花壇管理、清掃等）に係る業務 

（ア）敷地内の日常、定期及び特別清掃を行うこと。 

（イ）廃棄物の処理を行うこと。 

（ウ）植栽の管理を行うこと。 

イ 設備機器の取扱いに係る業務 

（ア）電気設備保守点検を行うこと。 

（イ）空気調和設備保守点検を行うこと。 

（ウ）給排水衛生設備保守点検を行うこと。 

（エ）エレベーター保守点検を行うこと。なお、これについては別紙３「昇降機維

持保全業務標準仕様書」に基づき行うこと（学習館においては、法定点検等

はリース会社が行います。）。 

（オ）自動扉保守点検を行うこと。 

（カ）ガスヒートポンプ室外機保守点検を行うこと（センターに限る。）。 

（キ）冷水機水質検査を行うこと。 

（ク）消防設備・避難設備保守点検を行うこと（センターに限る。学習館において

は、リース会社が行います。）。 

（ケ）自家用電気工作物保安業務を行うこと（センターに限る。）。 

（コ）設備機器等の簡易な修繕を行うこと。 

ウ 警備に係る業務 

（ア）機械警備を導入すること。 

（イ）施設利用者及び施設に関する有人警備を行うこと（センターに限る。）。 

（ウ）自転車駐輪場等については、放置自転車等により施設利用者が使用できない

ことのないよう、必要に応じ適正な利用策を講ずること。 
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エ その他、次の業務を行うこと。 

   (ア) 施設・付属設備の管理及び物品等の取扱いに関する業務 

   (イ) 1 件１３０万円以下の軽易な修繕及び整備 

(ウ) 施設内の清掃の保持、整頓その他の環境整備に関する業務 

 

（２）安全・安心に関する業務 

ア 災害や事故の発生などの緊急時において、「港区危機管理基本マニュアル（改

訂版）」（別紙４）に基づき、「緊急対応マニュアル」を作成し、利用者等の避

難誘導、関係機関への通報、傷病者の医療機関への搬送の付き添い、安全確保、

通報・連絡等の迅速かつ的確な対応を行うこと。 

イ 休日・夜間の連絡体制を確立すること。 

ウ 区有施設等安全点検及び点検報告(日常点検・総点検・エレベーター点検確認) 

「港区立学校その他の教育機関の施設等の安全管理に関する要綱」（別紙５）、「港

区立学校その他の教育機関の施設等安全管理業務実施要領」（別紙６）に基づく安

全管理体制の整備、日常安全点検等を実施すること。 

エ 震災及び新型インフルエンザが発生した場合を想定し、「港区業務継続計画」に

基づき、開館時間外の災害その他あらゆる緊急事態、非常事態に際して、従事職

員用の食料等の確保や業務体制の整備など速やかに対応できる体制を整えるこ

と。なお、「港区防災対策基本条例」（別紙７）の規定に基づく、事業者の責務を

負うものとする。 

オ ＡＥＤ日常作動点検を行い、保守管理を行うこと。 

カ 上記アからオまでを適切に遂行するために、事件・事故の際の対応を定め、職

員研修の実施等を行うこと。 

キ 利用者に対する見守り、声掛け、相談など様々な支援を行うこと。 

ク 防災課、芝地区総合支所、赤坂地区総合支所及び新橋駅周辺滞留者対策推進協

議会との防災無線や避難所運営等の訓練に参加又は協力すること。 

ケ センターは、区民避難所（地域防災拠点）に指定されています。このため、区

が区民避難所を開設した際には、別途締結する災害時協定に基づき対応すること。 

コ 区が本施設を津波避難ビルに指定した際には、別途締結する津波避難ビルに関

する協定に基づき対応すること。 

サ 災害時は区の指示に基づき区民の安全確保のため協力すること。 

シ 消防法に基づき、日常の火災予防・震災対策又は万一の場合に円滑な行動がで

きるよう、消防計画を作成すること。 

ス 防犯カメラの運用又は保守点検を行うに当たっては、「港区教育委員会が管理

する施設における防犯カメラの設置及び運用に関する基準」（別紙８）を遵守す

ること。 

セ 管理する個人情報の保護をはじめ情報セキュリティについては、本業務に従事

するすべての者が「港区情報安全対策指針」（別紙９）を遵守し、漏えいの防止等

の適正な管理に努めること。 
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３ 管理運営の基準 

（１）関係法令等の遵守 

指定管理者は、以下に掲げるものをはじめとした関係法令等を遵守し、施設の管理

運営を行ってください。 

 

ア 港区立生涯学習センター条例及び施行規則 

イ 港区立生涯学習館条例及び施行規則 

ウ 港区立生涯学習センター運営要綱 

エ 港区立生涯学習館運営要綱 

オ 港区社会教育関係団体登録要綱 

カ 港区立生涯学習施設一般団体登録要綱 

キ 港区立生涯学習館図書室運営要綱 

ク 港区生涯学習講座の動画配信実施要綱 

ケ みなと学びの循環事業実施要綱 

コ 港区生涯学習講座提供事業実施要綱 

サ 教育基本法 

シ 社会教育法 

ス 地方自治法 

セ 労働関係法（労働基準法、最低賃金法、労働安全衛生法等） 

ソ 個人情報の保護に関する法律 

タ 港区情報公開条例及び施行規則 

チ 指定管理業務における指定管理者の情報システム利用基準 

ツ 港区環境基本条例 

テ 港区廃棄物の処理及び再利用に関する条例及び施行規則 

ト 港区防災対策基本条例 

  ナ 港区暴力団排除条例 

ニ 港区立学校その他の教育機関の施設等の安全管理に関する要綱 

ヌ 港区立学校その他の教育機関の施設等安全管理業務実施要領 

ネ 障害者の雇用の促進等に関する法律 

ノ 障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律 

ハ その他施設の管理運営業務及び各種事業実施に関わる各種法令・条例等 

 

（２）区が定める指針等への対応 

   以下の主な指針等を十分認識の上、積極的に区と連携してください。 

ア 港区指定管理者制度運用指針  

イ 港区情報安全対策指針 

ウ 港区環境マネジメントシステムハンドブック 

エ 港区区有施設受動喫煙防止対策基本方針 

オ 港区行政情報多言語化ガイドライン  
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カ （公社）港区シルバー人材センター及び区内障害者授産施設等への優先発注 

キ 区内中小事業者への優先発注 

ク 港区の契約における暴力団等排除措置要綱 

ケ 港区職員のハラスメントの防止等に関する要綱 

  コ 港区職員接遇マニュアル「あったかマナーみなと」 

  サ 港区職員の障害を理由とする差別の解消の推進に関する要綱 

  シ 港区が発注する契約に係る業務に従事する労働者等の労働環境確保の促進に

関する要綱 

  ス 港区生涯学習推進計画 

  ※別紙１０「区が定める指針等の一覧」を参照してください。 

 

（３）個人情報保護 

   指定管理者は、指定管理業務を行うにあたり、個人情報を取り扱う場合は、関係

法令等を遵守し、その取扱に十分留意し、漏えい、滅失及びき損の防止、その他の

個人情報の適正な管理のために必要な措置を講じてください。 

 

（４）再委託の禁止 

指定管理業務の全部又は主たる部分を再委託することはできません。 

ただし、清掃・警備及び設備の保守点検など専門性の高い個別業務等については、

教育委員会の事前承認を得た場合に限り、再委託ができます。 

 

（５）地域との連携 

地元町会・自治会や、その他関係団体など、地域と良好な関係を築くため、地域

の行事やイベントに参加するなど、積極的に交流を図ること。 

 

（６）教育委員会と指定管理者の役割及び管理責任の分担 

  ア 役割分担（◎：主体的な役割 ○：補助・助言・指導する役割） 

項  目 指定管理者 教育委員会 

設置者としての責務 － ◎ 

生涯学習施設の管理運営 ◎ 
○ 

条例・規則事項 

 施設の管理（設備、物品の管理） ◎ ○ 

施設の占用・行為許可 － ◎ 

苦情対応 ◎ ○ 

緊急時の対応（事件・事故等） ◎（※） ◎（※） 

施設の安全対策（安全点検・整備・

改修等） 
◎（※） ◎（※） 

広報・PR ◎ ○ 

事業運営 ◎ ○ 

（※）設置者としての責任は港区にあり、管理責任は指定管理者にあることを示します。 
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 イ 管理責任の分担 

           ○：主たる分担者 

項   目 内   容 
管理責任分担 

教育委員会 
指定管理

者 

１ 法令等の変更 

(1) 
指定管理業務に影響を及ぼす法令

等の変更 
○  

(2) 
上記以外の指定管理者自身に影響

を及ぼす法令等の変更 
 ○ 

２ 税制の変更 
(1) 

指定管理業務に影響を及ぼす税制

の変更 
○  

(2) 上記以外の一般的な税制の変更  ○ 

３ 物価変動 (1) 
指定期間中の物品費、人件費等物

価変動に伴う経費の増加 
 ○ 

４ 金利変動 (1) 
指定期間中の金利変動に伴う経費

の増加 
 ○ 

５ 書類 

(1) 
教育委員会が作成した書類に起因

する事項 
○  

(2) 
指定管理者が作成した書類に起因

する事項 
 ○ 

(3) 
両者記名捺印した協定書に起因す

る事項 
相互で協議 

６ 指定管理者の指定 

(1) 

教育委員会の事由により指定管理

者の指定が議会で議決されない場

合 

○  

(2) 

指定管理者候補者の事由により指

定管理者の指定が議会で議決され

ない場合 

 ○ 

７ 
指定管理業務の変

更及び経費の変動 

(1) 
教育委員会の事由による指定管理

業務の変更に伴う経費の増加 
○  

(2) 
上記以外の事由による指定管理業

務の変更及び経費の増加 
 ○ 

８ 住民対応 

(1) 地域との協調  ○ 

(2) 
指定管理業務及び自主事業の内容

に対する住民からの苦情、要望等 
 ○ 

(3) 
上記以外の区政全般への苦情、要

望等 
○  

９ 環境問題 

(1) 
施設又は用地からの有害物質等の

発生 
○  

(2) 

指定管理業務及び自主事業に起因

する有害物質の排出・漏洩、騒音、

振動、光、臭気等に関するもの 

 ○ 

10 不可抗力 
(1) 

不可抗力（暴風、豪雨、洪水、地

震、落盤、火災、争乱、暴動その

他の教育委員会又は指定管理者の

責めに帰すことのできない自然的

又は人為的な現象）による被害の

発生、拡大及び施設・設備の復旧 

○  

(2) 不可抗力によるもので、指定管理  ○ 
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者の対応の遅れ、施設管理の不備

等による被害の発生、拡大及び施

設・設備の復旧 

11 施設の損傷 

(1) 
指定管理者の故意又は過失による

もの 
 ○ 

(2) 
施設の設計・構造上の瑕疵による

もの 
○  

(3) 

上記以外の経年劣化、第三者行為

（相手方が特定できないもの）等

によるもの（１件１３０万円を超

えるもの） 

○  

(4) 

上記以外の経年劣化、第三者行為

（相手方が特定できないもの）等

によるもの（１件１３０万円以下

のもの） 

 ○ 

12 備品（Ⅰ種）の損傷 

(1) 
指定管理者の故意又は過失による

もの 
 ○ 

(2) 

上記以外の経年劣化、第三者行為

（相手方が特定できないもの）等

によるもの 

○  

13 施設等の保守点検 

(1) 
教育委員会の事由による保守点検

の増加 
○  

(2) 
指定管理者の責め及び保守点検の

不備による保守点検の増加 
 ○ 

14 第三者への賠償 

(1) 
指定管理者の責めに帰すべき事由

により第三者に生じた損害 
 ○ 

(2) 
上記以外の事由により第三者に生

じた損害 
○  

15 セキュリティ 

(1) 
指定管理者の警備不備による情報

漏洩、犯罪発生等 
 ○ 

（2） 
上記以外の事由による情報漏洩、

犯罪発生等 
○  

16 使用料等の管理 (1) 

施設利用者から徴収又は収納した

使用料、教育委員会から予め交付

した還付のための使用料、事業に

伴う金銭の盗難・紛失 

 ○ 

17 指定期間の終了 

(1) 

指定期間終了の場合（指定期間の

満了以前の取消し等による場合を

含む。）における教育委員会又は教

育委員会が指定するものに対する

業務の引継ぎに要する費用 

 ○ 

(2) 

指定期間終了の場合（指定期間の

満了以前の取消し等による場合を

含む。）における原状復帰に要する

費用 

 ○ 

（備考） 

２-(1) 消費税率の変更を想定した規定です。 

２-(2) 収益関係税、外形標準課税など指定管理者自身に影響を及ぼす税制の変

更を想定した規定です。 
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４ 運営経費に関する事項  

（１）指定管理料の支払 

指定管理料の額は、提案のあった経費を上限とし、教育委員会の予算の範囲内で

支払うものとします。支払方法、支払時期については、基本協定書・年度協定書で

定めます。 

受託経費見積書は、教育委員会が定める次の６つの経費区分に従って作成してく

ださい。 

なお、教育委員会の会計事務と同様、原則、経費区分間の流用はできないものと

し、やむを得ない理由で流用する際は、教育委員会と協議の上決定するものとしま

す。 

 

ア 職員人件費 

施設に勤務する職員等（管理運営体制に記載した職員等）にかかる人件費 

※ 事業計画に基づく施設職員の確実な配置及び当該職員の人件費を保障する

観点や、指定管理者の経営努力による経費節減が見込まれないことから、予算

額と実績額の差額を清算します。清算方法の詳細については、基本協定書で定

めます。 

※ 人件費の積算に当たっては、職員（再委託した業務に従事する職員を含みま

す。）の最低賃金水準額を遵守してください。最低賃金水準額は、「港区が発注

する契約に係る業務に従事する労働者等の労働環境確保の促進に関する要綱」

により定めた金額と同額です。令和５年度は（一般事務・時給額）１，１６０

円です。なお、金額は、毎年度見直します。 

イ 光熱水費 

施設の維持管理に必要な電気料金、ガス料金、水道料金 

※ 光熱水費（電気、ガス、水道代）については、予算額と実績額の間に乖離が

生じる可能性が高いことから、予算額と実績額の差額を清算します。清算方法

の詳細については、基本協定書で定めます。 

ウ 修繕費 

施設の修繕に必要な経費 

※ 指定管理者が作成した修繕計画に基づき教育委員会が優先順位を設定し、

１件１３０万円以下の建物躯体や建物設備の保全のための軽易な修繕及び整

備費用（併設施設部分を含む。）については、指定管理料に含めます。 

※ １件１３０万円を超える修繕は、指定管理料とは別に教育委員会が実施し

ますので受託経費見積には含めないでください。 

※ 予算額と実績額の間に乖離が生じる可能性が高いことから、予算額と実績

額の差額を清算します。清算方法の詳細については、基本協定書で定めます。 

エ 事業運営費 

施設で実施する各種事業に必要な経費 

※ 当該経費について清算はありません。ただし、事業の中止等で実績が事業計

画における見込みを下回ったことによる執行残額は教育委員会に返還します。

清算方法の詳細については、基本協定書で定めます。 

オ 施設管理経費 

施設の維持管理に必要な保守・検査業務、清掃業務、警備業務、廃棄物処理等に

かかる経費 

※ 当該経費について清算はありません。ただし、事業の中止等で実績が事業計
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画における見込みを下回ったことによる執行残額は教育委員会に返還します。

清算方法の詳細については、基本協定書で定めます。 

カ その他経費 

上記のいずれにも該当しない経費 

本社が労務管理などの業務を一括して行うために施設（事業所）が負担する経費、

施設を本社などが支援するために必要な経費、民間企業等の利益など。 

 

 

 

 

 

 

※ 経費の計上にあたっては、本社が担う役割や業務内容、利益の算定方法など

積算根拠を明らかにする資料を必ず添付してください。 

 

（２）備品購入の取扱い 

１点予定価格５万円（税込）を超える備品については、教育委員会が必要と認め

た場合に限り、教育委員会が購入し、無償で貸与します。備品の管理は指定管理者

の責務とします。 

    

（３）収入 

生涯学習施設の使用料は、別表のとおりです。 

管理運営業務は、原則として教育委員会からの指定管理料で措置します。 

なお、事業実施に要する経費のうち、参加者個人に直接かかる経費（材料費など）

は教育委員会の考え方に基づいて徴収できます。その他については、教育委員会と

指定管理者が協議の上決定します。 

なお、参加者個人に直接かかる経費を対面で徴収する場合は、指定管理者におい

てキャシュレス決済端末又は二次元コードを用意し、キャッシュレス決済が可能と

なる環境を整備してください。 

 

（４）銀行口座の開設 

 本業務の実施に係る支出及び収入を適切に管理するため、本業務に固有の銀行口

座を開設し、適切な運用を図るものとします。 

 

（５）損害賠償保険 

施設運営にあたり、指定管理者が業務を行うに当たって施設に損害が生じた場合

に対応する「施設賠償責任保険」と施設利用者等に損害が生じた場合の損害賠償額

を担保するための「第三者賠償保険」に必ず加入します。指定管理者が加入すべき

保険の基準は、「特別区自治体総合賠償責任保険制度」で定める金額とします 

 

（６）消費税の適格請求書等保存方式（インボイス制度）への対応 

   令和５年１０月から導入が予定されている消費税の適格請求書等保存方式（イン

ボイス制度）において、利用料金等の収受に際し、登録番号、適用税率、消費税額

等を記載した適格請求書（インボイス）の利用者への交付が想定されます。指定管

理者においては、インボイスの事業者登録をはじめ、必要な対応をお願いします。 

「その他経費」における本部経費の内訳について 

事務管理経費 本社(本部)等による施設支援に係る、人件費等、会議費、出張費等 

運営費 本社(本部)等による施設支援に係るシステム維持管理費、賃借料、光熱水費、

リース料等 

租税公課 消費税、事業所税等 
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（７）その他 

その他、本要項に定めのない事項については、教育委員会と指定管理者が協議の

上決定し、協定書により定めます。 

 

Ⅲ 選定手続 

１ 公募の手続・手順 

（１）申請者の資格   

地方自治法第２４４条の２第３項に規定する法人その他の団体で、次のアからカ

の全てに該当する者 

ア 生涯学習施設の運営に熱意を持ち、施設の効用を最大限に発揮するとともに効

率的な管理運営を図ることができる者 

イ 指定期間中、事業の管理運営を安定して行う物的能力、人的能力を有している

者 

ウ 港区議会議員、区長、副区長、教育長並びに地方自治法第１８０条の５ 第１項

に規定する委員会の委員及び委員が、無限責任社員、取締役、執行役若しくは監

査役若しくはこれらに準ずべき者、支配人又は清算人となっていない法人や、そ

の他の団体。また、区が資本金、基本金その他これらに準ずるものの二分の一以

上を出資している法人その他の団体であって、区議会議員以外の者が役員等とな

っているものも可とする。 

エ 生涯学習事業、及びこれらに類する事業運営を行っている事業者であること。 

オ 本店、支店、事業所等のいずれかが、東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県内の

いずれかにある法人又はその他の団体であること。 

カ 団体又はその代表者が以下のいずれにも該当しないこと。 

(ア)地方自治法施行令第１６７条の４第２項及び第１６７条の５第１項（同項を

準用する場合を含む。）の規定により港区における一般競争入札等の参加を制

限されている者 

(イ)破産法に基づく破産手続き開始の申立てをしている者 

(ウ)会社更生法に基づく更生手続き開始の申立てをしている者 

(エ)民事再生法に基づく再生手続き開始の申立てをしている者 

(オ)国税又は地方税を滞納している者 

(カ)地方自治法第２４４条の２第１１項の規定により指定管理者の指定の取消し

（法人格の変更等に伴う指定の取消しを除く。）を受けてから２年間が経過し

ていない者 

(キ) 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律第２条に掲げる暴力団、又

は暴力団若しくはその構成員若しくはその構成員でなくなった日から５年を

経過していない者の統制下にある団体 
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（２）複数の団体による共同申請 

ア 複数の団体で共同事業体（以下「グループ」といいます。）を結成し、グループ

として申請することも可能です。その場合は、申請時にグループを結成し、適切

な名称を設定の上、代表団体（他の団体は構成団体とします。）を定めてください。

グループ内のすべての団体が上記（１）申請者の資格（エを除く。）に該当するこ

とが必要です。 

イ 共同事業体で、法人等を設立する場合は、指定管理者の指定の議決までに、法

人登記事項証明書又はそれに代わる書類等を提出してください。 

ウ 当該グループの代表団体及び構成団体は、別のグループ又は単独により申請す

ることはできません。 

エ 代表団体及び構成団体の変更は原則として認めません。ただし、教育委員会が

業務遂行上の支障がないと判断した場合に限り、変更できるものとします。 

 

（３）公募の日程  

公募要項発表        令和５年２月２０日（月） 

公募説明会・現地見学会   令和５年２月２８日（火） 

質疑受付          令和５年２月２０日（月）から 

令和５年３月３日（金）午後５時まで 

質疑回答          令和５年３月１７日（金） 

申請受付          令和５年２月２０日（月）から 

令和５年５月２６日（金）午後５時まで 

第一次審査（書類審査）   令和５年６月１３日（火）予定 

第二次審査（ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ）  令和５年６月２７日（火）予定 

指定管理者候補者選定    令和５年７月下旬予定 

指定管理者の指定      令和５年１０月下旬予定 

 

（４）公募説明会及び現地見学会 

ア 公募説明会 

・日時    令和５年２月２８日（火） 午前９時３０分～１０時３０分 

・場所    生涯学習センター ３０４学習室 

イ 現地見学会 

（ア）センター 

  ・日時    令和５年２月２８日（火） 午前１０時３０分～１２時３０分 

（イ）学習館 

  ・日時    令和５年２月２８日（火） 午後３時～４時 

ウ 参加申込 

  申込書を令和５年２月２４日（金）午後５時までに、メールで送付してく 

ださい（会場の都合上、１者２名まででお願いします。）。 
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（５）申請手続 

応募を希望する事業者は、下記の書類を提出してください。 

提 出 書 類 様式 
部数 

正本 副本① 副本② 

① 指定管理者指定申請書 
【様式１】 

【様式１－２】
１部 ― ― 

 
≪共同事業体の場合≫ 

[Ａ]共同事業体構成書 

 

様式Ａ 

 

１部 

 

１部 

 

１０部 

 [Ｂ]共同事業体協定書兼委任状 様式Ｂ １部 ― ― 

 [Ｃ]宣誓書 様式Ｃ １部 ― ― 

 [Ｄ]安定運営の取組 様式Ｄ １部 １部 １０部 

② 宣誓書 【様式２】 １部 ― ― 

③ 
定款、寄附行為又はこれに類するもの 
（最新のもの） 

－ １部 １部 ― 

④ 
法人の登記事項証明書（全部事項証明書） 
（申請日前３か月以内に発行されたもの） 

－ １部 １部 ― 

⑤ 
印鑑証明書 
（申請日前３か月以内に発行されたもの） 

－ １部 １部 ― 

⑥ 
預金残高証明書 
（最新の決算期末日現在のもの） 

－ １部 １部 ― 

⑦ 事業者の概要 

 

<<公益法人の場合>> 

ア 法人（団体）等の概要 
・ 事業経歴、役員（理事・評議員）名

簿、法人運営に関する基本的な考え

方、理念、障害者雇用率 等 

【様式３】 １部 １部 １０部 

イ 決算書類（直近の決算期３期分） 
・ 収支計算書（収支計算書、正味財産

増減計算書、貸借対照表、財産目録、

計算書類に対する注記） 

様式自由 １部 １部 ― 

ウ 事業報告書（直近の決算期３期分） 様式自由 １部 １部 ― 

エ 収支予算書（今年度に係るもの） 様式自由 １部 １部 ― 

オ 事業計画書（今年度に係るもの） 様式自由 １部 １部 ― 

カ 監事の監査報告書 様式自由 １部 １部 ― 

<<ＮＰО 法人の場合>> 

ア 法人（団体）等の概要 
・ 事業経歴、役員名簿、法人運営に関

する基本的な考え方、理念、障害者

雇用率 等 

【様式３】 １部 １部 １０部 

 

イ 決算書類（直近の決算期３期分） 

・ 収支計算書、貸借対照表、財産目録 
様式自由 １部 １部 ― 

ウ 事業報告書（直近の決算期３期分） 様式自由 １部 １部 ― 
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エ 監事の監査報告書 様式自由 １部 １部 ― 

※ 上記のイ～エについては、特定非営利活動

促進法及び内閣府令に基づくものを提出

してください。 
    

<<医療法人の場合>> 

ア 法人（団体）等の概要 
・ 事業経歴、役員名簿、法人運営に関

する基本的な考え方、理念、障害者

雇用率 等 

【様式３】 １部 １部 １０部 

イ 損益計算書（直近の決算期３期分） 様式自由 １部 １部 ― 

ウ 貸借対照表（直近の決算期３期分） 様式自由 １部 １部 ― 

エ 株主資本等変動計算書 （直近の決算期

３期分） 
様式自由 １部 １部 ― 

オ 付属明細書（直近の決算期３期分） 様式自由 １部 １部 ― 

カ 監事の監査報告書 様式自由 １部 １部 ― 

※ 上記のイ～カについては、病院会計準則

に従ったものを提出してください。エに

ついては、社員総会での承認日を付記し

てください。オについては、法人税確定申

告書に添付した勘定科目内訳書の写しで

代替してもかまいませんが、その場合に

は税務署に提出した全てのものを提出

し、謄本である旨の代表者の署名、捺印を

付してください。都道府県提出決算書を

別途作成している場合には、当該決算書

の写しも提出してください。 
    

<<株式会社の場合>> 

ア 法人（団体）等の概要 
・ 事業経歴、役員名簿、法人運営に関

する基本的な考え方、理念、障害者

雇用率 等 

【様式３】 １部 １部 １０部 
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イ 決算書類（直近の決算期３期分） 
・ 営業報告書 

・ 貸借対照表 

・ 損益計算書 

・ 注記事項（重要な会社方針、貸借対

照表注記、損益計算書注記） 

・ 株主資本等変動計算書 

・ 付属明細書 

※ 決算書類は、会社法及び会社法計算施行規

則に従ったものを提出してください。 

※ 連結決算を行っている親会社又は子会社

がある場合は、連結財務諸表も提出してく

ださい。 

※ 株主資本等変動計算書は、社員総会又は株

主総会での承認日を付記してください。 

※ 付属明細書は、法人税確定申告書に添付し

た勘定科目内訳書の写しで代替すること

も可能です。その場合、税務署に提出した

全てのものを提出し、謄本である旨の代表

者の署名、捺印を付してください。なお、

申請書類提出時点において、既に最近の決

算期末日が到来している法人で、未だ決算

が確定していない場合には、直近の決算期

末の経営成績及び財政状態の参考となる

資料（例：試算表、予想損益計算書、予想

貸借対照表）。ただし、過去３期分の決算

書等とは別に提出してください。 

様式自由 １部 １部 ― 

ウ 監査報告書 
※ 会計監査人（公認会計士又は監査法人）の

監査を受けている場合には、会計監査人

の監査報告書も提出してください。 

様式自由 １部 １部 ― 

⑧ 
法人税、消費税、法人事業税、地方消費税

の納税証明書（直近の決算期２期分に係るも

の） 

－ １部 １部 ― 

⑨ 担保提供資産について 【様式４】 １部 １部 ― 

⑩ 債務の保証について 【様式５】 １部 １部 ― 

⑪ 

類似施設の管理運営実績について 
・ 施設名・所在地・規模等 

類似施設の運営状況 

・ 施設長の運営姿勢、組織運営の方針、地域

社会への取組、施設の特色あるサービス

内容等 

【様式６】 １部 ― １０部 

施設運営に関する実績一覧（任意） 【様式６-２】 １部 ― １０部 

施設管理に関する実績一覧（任意） 【様式６-３】 １部 ― １０部 

⑫ 情報セキュリティ確認チェックシート 【様式７】 １部 ― １０部 

⑬ 労働環境チェックシート 【様式８】 １部 ― １０部 
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（６）計画書類の提出 

申請者は、下記の計画書類を提出してください。 

№ 提出書類 参考様式 
提出部数 

正本 副本① 副本② 

１ 法人等の団体に関する書類 

① 計画書類等提出書 【様式９】 １部 １部 １０部 

② 

資金・収支計画書 

（令和６年度から令和１０年度まで） 
※ 各年度における受託経費の増減理由も

記載してください 

※ 「その他経費」は、一括計上は不可です。

本部経費については必ず内訳を記載し

てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【様式１０】 １部 １部 １０部 

③ 

・ 受託経費見積書 
※ 各内訳を示し、積算根拠を明らかにする

資料を添付してください。 

※ 「その他経費」は、一括計上は不可です。

本部経費については必ず内訳を記載して

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【様式１１】 １部 １部 １０部 

④ 

給与・報酬・賃金等に関する規程（最新

のもの） 
※ 人件費の積算内訳 

様式自由 １部 １部 １０部 

⑤ 
施設長予定者の勤務した実績を記載し

た書類 
【様式１２】 １部 ― １０部 

「その他経費」における本部経費の

内訳について 

事務管理経費 本社(本部)等による

施設支援に係る、人件費等、会議費、

出張費等 

運営費 本社(本部)等による施設支

援に係るシステム維持管理費、賃借 

料、光熱水費、リース料等 

租税公課 消費税、事業所税等 

「その他経費」における本部経費の内

訳について 

事務管理経費 本社(本部)等による

施設支援に係る、人件費等、会議費、

出張費等 

運営費 本社(本部)等による施設支

援に係るシステム維持管理費、賃借 

料、光熱水費、リース料等 

租税公課 消費税、事業所税等 
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２ 管理運営計画に関する書類 

⑥ 施設運営に関する基本的な考え方 【様式１３】 １部 ― １０部 

⑦ 

管理運営体制（職員体制・勤務体系の考

え方） 
【様式１４】 １部 ― １０部 

職員配置表 
港区が定める「指定管理施設雇用区分確認

表」に基づき作成 
【様式１５】 １部 ― １０部 

職員ローテーション表 
（雇用区分別 ①月～金 ②土 ③日） 

必要に応じて祝日等も提出 
【様式１６】 １部 ― １０部 

⑧ 職員の確保・育成に対する考え方 【様式１７】 １部 ― １０部 

⑨ 
・苦情解決及びサービス評価の取組 

・顧客満足度（CS）への具体的な取組 
【様式１８】 １部 ― １０部 

⑩ 環境に配慮した施設運営の取組 【様式１９】 １部 ― １０部 

⑪ 

保守管理、設備機器管理、清掃等の提案 【様式２０】 １部 ― １０部 

再委託を予定している業務 
※ 委託内容、委託を行う理由、委託予定金

額、委託予定先及び選定理由等 
委託先の条件は、港区の入札参加資格がある

こと、港区における暴力団等の排除措置を受

けていないことです。また、区内中小企業や

シルバー人材センターなどを積極的に活用

してください。 

【様式２１】 １部 ― １０部 

⑫ 施設の予防保全に対する考え方 【様式２２】 １部 ― １０部 

⑬ 

指定管理者交代の場合における指定準

備の具体的な計画又は円滑な引継ぎに

対する考え方 

【様式２３】 １部 ― １０部 

３ 安全対策・危機管理 

⑭ 

・適正な事務執行に対する考え方 

・個人情報保護、情報セキュリティへの

考え方 

【様式２４】 １部 ― １０部 

⑮ 地震・防災等、危機管理への取組 【様式２５】 １部 ― １０部 

⑯ 

区がセンターに区民避難所を開設した

場合の管理運営体制（職員体制・勤務体

系の考え方） 

【様式２６】 １部 ― １０部 

４ 事業運営 

⑰ 
生涯学習に関する情報の収集及び提供

並びに相談に関する具体的な提案 
【様式２７】 １部 ― １０部 

⑱ 
生涯学習に関する講座等の開催に関す

る具体的な提案 
【様式２８】 １部 ― １０部 

⑲ 

生涯学習に関する事業を行う機関及び

団体の連携、協力及び交流の支援に関す

る具体的な提案 

【様式２９】 １部 ― １０部 
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⑳ 
生涯学習に関する調査、研究、普及及び

啓発に関する具体的な提案 
【様式３０】 １部 ― １０部 

㉑ 
生涯学習における指導者・団体等の育

成、研修及び交流に関する具体的な提案 
【様式３１】 １部 ― １０部 

㉒ 
事業におけるＩＣＴの活用に関する具

体的な提案 
【様式３２】 １部 ― １０部 

㉓ 
デジタル技術を活用した利用者サービ

ス向上の具体的な提案 
【様式３３】 １部 ― １０部 

㉔ 認知度及び利用率向上のための取組 【様式３４】 １部 ― １０部 

㉕ 
各サービスの広報業務の考え方や具体

的な提案 
【様式３５】 １部 ― １０部 

㉖ 
センターと学習館の連携に関する具体

的な提案 
【様式３６】 １部 ― １０部 

㉗ 提案事業計画 【様式３７】 １部 ― １０部 

㉘ 自主事業計画 【様式３８】 １部 ― １０部 

５ その他 

㉙ 
関係機関や地域等との連携・交流に関す

る具体的な提案 
【様式３９】 １部 ― １０部 

㉚ 
区内中小事業者の活用及び区民雇用の

促進についての考え方 
【様式４０】 １部 ― １０部 

㉛ 
高齢者、障害者の雇用促進についての考

え方 
【様式４１】 １部 ― １０部 

 

（７）提出書類に関する留意事項 

ア 申請書類、計画書類提出後の内容変更は、提出締切日まで受け付けます。 

イ 上記のほか、教育委員会が必要とする書類の提出を求めることや、ヒアリング

を実施する場合があります。 

ウ 申請書類等の著作権は、作成した団体に帰属します。ただし、提出された応募

書類は返却できません。教育委員会の責任において一定期間保管後、廃棄します。 

エ 副本①は正本をそのまま複写、副本②は法人名など応募事業者が特定できる部

分をマスキング（黒塗り）のうえ、提出してください。 

オ 提出書類はＡ４判タテ１枚（両面可）で作成（所定の様式が定められているも

の、パンフレット類を除く。）し、順序どおりにファイル（Ａ４サイズ、２穴）に

左綴じで作成してください。 

カ 文字のフォントは、様式中に指定のないものについては次の通りです。 

（ア） 本文 「BIZ UD 明朝 Medium フォント」 

（イ） 見出し「BIZ UD ゴシック」 

（ウ） フォントサイズ「１２」 

キ 申請書類には、前記（５）の提出書類№①～⑬の見出しを、計画書類には前記

（６）の提出書類№１（１）～５（㉛）の見出しをインデックスでつけ、通しで

ページ番号を付してください。 
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ク 正本並びに副本①②は、ファイル（Ａ４サイズ、２穴）に提出一覧表をファイ

ルの目次としてセットし、前記（５）の①～⑬、前記（６）の１～５のインデッ

クス見出しを貼り、提出書類を順序どおりに綴じ込み、指定部数を提出してくだ

さい。 

ケ 申請書類、計画書類はそれぞれ別のファイルに綴じてください。ファイルの背

表紙、表紙に『申込施設名（申請書類・計画書類の別）』のテプラ等のシールを貼

り、正本、副本①のみ法人名を明記したシールを貼ってください。 

（例）『港区立生涯学習施設（申請書類）』、『港区立生涯学習施設（計画書類）』等 

コ 上記のほか、電子媒体（ＣＤ－Ｒ）に正本及び副本①、副本②（マスキングさ

れたもの）を入力したものを１部提出して下さい。ファイル形式はＰＤＦ及びマ

イクロソフト社製Ｗｏｒｄ又はＥｘｃｅｌとします。 

サ 教育委員会は、指定管理者の選考結果及び提案内容等を公表する場合、その他

教育委員会が必要と認めるときは、無償で提出書類の全部又は一部を使用できる

ものとします。 

  ただし、公表することにより応募者に明らかに不利益を与えると認められる書

類については公表しません。 

シ 提出書類に虚偽の記載があった場合は、失格とします。 

 

（８）応募に関する留意事項 

  ア 選考委員会委員等との接触について 

公募要項の公表日以降、公募説明会・現地見学会等教育委員会が提供する機会

を除き本件提案に関して、選考委員、教育委員会職員等への接触は禁止します。

接触の事実が認められた場合は、失格となる場合があります。 

イ 応募の辞退について 

応募書類を提出した後、辞退する場合は、辞退届（様式自由）を提出してくだ

さい。 

ウ 費用の負担について 

提案や指定後の協議に対しての参加報酬・交通費及び受託のための準備等に係

る経費は、応募者の負担とします。 

  エ グループによる応募の構成団体の変更について 

グループによる応募の場合、代表団体及び構成団体の変更は原則として認めま

せん。 

  

（９）質疑の受付及び回答 

ア 質問書の受付 

質問書に必要事項を記入し、下記の提出先に、メールで送信してください。送

信未達を防ぐため、事後に電話にて連絡をお願いします。これ以外での方法（持

参、郵送、電話、口頭等）又は、期間を過ぎたものは受け付けません。 

 

(ア) 質疑受付期間 令和５年２月２０日（月）から３月３日（金）まで（必着） 

午前９時から午後５時まで 
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(イ) 提 出 先   港区教育委員会事務局 教育推進部 

生涯学習スポーツ振興課 生涯学習係 

ＴＥＬ ０３-３５７８-２７４１ 

メールアドレス minato31@city.minato.tokyo.jp 

 

イ 質問回答 

令和５年３月１７日（金）を目途に、全ての質疑に対する回答書をメールで送

信します。港区ホームページでも公表します。なお、回答の際は、質問をした団

体名は公表しません。 

この回答書は、本要項と一体のものとして、要項と同様の効力を有します。な

お、意見の表明と解されるものや質疑の内容（質問内容が不明瞭なもの）によっ

ては、回答しないことがあります。 

 

（10）申請書類の受付 

申請を希望する法人又は団体は、次により申請してください。 

教育委員会にこれらの書類を提出した事業者を申請者とします。 

 

ア 提出期間 令和５年２月２０日（月）から５月２６日（金）まで 

         平日の午前９時から午後５時まで 

※ 申請書類の確認を行いますので、提出に際しては、事前に下記

に連絡の上、指定された日時に来所願います。 

※ 申請書類は郵送でも受付可能ですが、提出期限日までの必着と

します。（郵便事故等であっても、期限日までに届いていない場

合は、受付できません。到達確認の可能な方法で送付するか、

以下提出先まで電話にて到達確認を行うなど、期限日までに確

実に届く方法で送付してください。） 

※ 申請書類提出後の計画内容の変更は、提出期限まで受け付けま

す。 

 

  イ 提 出 先 港区芝公園一丁目５番２５号 港区役所７階 

         港区教育委員会事務局教育推進部 

生涯学習スポーツ振興課生涯学習係 

電話：０３－３５７８－２７４１ 

          

２ 指定管理者候補者の選考・選定  

（１）指定管理者候補者の選考 

ア 指定管理者候補者は、「港区立生涯学習施設指定管理者候補者選考委員会（以下

「選考委員会」といいます。）」において選考します。 

イ 審査方法は、応募者から提出された書類による第一次審査と、第一次審査通過

者に対するプレゼンテーション等を含めた第二次審査を予定しています。 
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ウ 審査の過程において、選考委員による事業所の視察を行うこともあります。 

エ 審査の結果、ふさわしい候補者がいない場合、選考しない場合があります。 

オ 指定管理者候補者として選考された事業者は、辞退することはできません。 

 

（２）指定管理者候補者の選定 

ア 選考委員会が選考した指定管理者候補者について、全庁的な視点から港区指定

管理者選定委員会で審議した上で、教育委員会として指定管理者候補者を選定し

ます。 

イ 指定管理者として指定されるまでの間に候補者に事故のあるときは、選定され

なかった応募者のうちから新たに候補者を選定することがあります。 

    ウ 指定管理者の指定は、港区議会での議決を経て行います。 

 

（３）基本的な選考基準 

ア 安定的な経営基盤を有していること。 

（公認会計士による財務状況分析を実施します。） 

イ 類似施設の管理運営実績について 

 (ア) 類似施設の運営 

ウ 資金・収支計画書及び受託経費見積書 

 (ア)  資金・収支計画書及び受託経費見積書の妥当性 

エ 管理運営計画について 

 (ア) 施設運営に関する基本的な考え方 

 (イ) 管理運営体制（職員体制・勤務体系の考え方） 

 (ウ) 職員の確保・育成に対する考え方 

 (エ) 苦情解決及びサービス評価、顧客満足度（CS）への具体的な取組 

 (オ) 環境に配慮した施設運営の取組 

(カ) 保守管理、設備機器管理、清掃等の提案 

(キ)  施設の予防保全に対する考え方 

オ 安全対策・危機管理について 

 (ア) 適正な事務執行に対する考え方 

 (イ) 個人情報保護に関する考え方と具体的な取組 

 (ウ) 地震・防災等、危機管理への取組 

 (エ) 区が区民避難所を開設した場合の管理運営体制 

カ 事業運営について 

 (ア) 生涯学習に関する情報の収集及び提供並びに相談に関する提案 

 (イ) 生涯学習に関する講座等の開催に関する提案 

 (ウ) 生涯学習に関する事業を行う機関及び団体の連携、協力及び交流の支援に

関する提案 

 (エ) 生涯学習に関する調査、研究、普及及び啓発に関する提案 

 (オ) 生涯学習における指導者・団体等の育成、研修及び交流に関する提案 

 (カ) 事業におけるＩＣＴの活用に関する提案 
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(キ) デジタル技術を活用した利用者サービス向上の具体的な提案 

 (ク) 認知度及び利用率向上のための取組 

(ケ) 各サービスの広報業務の考え方や提案 

(コ) センターと学習館の連携 

(サ) 提案事業計画 

 (シ) 自主事業計画 

キ 関係機関や地域等との連携・交流に関する提案について 

ク 区内中小事業者の活用及び区民雇用の促進の考え方について 

ケ 高齢者、障害者の雇用促進の考え方について 

 

（４）審査結果の通知 

審査結果は、第一次審査、第二次審査ともに応募者全員に文書で通知します。 

 

（５）第二次審査用資料の提出 

第一次審査通過者は、第二次審査におけるプレゼンテーション用資料の提出を求

める場合があります。詳細は、第一次審査通過者に連絡します。 

 

Ⅳ 決定後の手続 

１ 基本協定書・年度協定書  

（１）協定の締結 

区議会の議決を経た後、指定管理者として指定し、教育委員会は指定管理者と協

定を締結します。 

締結する協定書は、指定期間を通した包括的な施設の管理・運営に関する基本的

事項を規定する基本協定書と、年度ごとの管理・運営業務や指定管理料に関する事

項を規定する年度協定書の２種類です。 

 

（２）基本協定書の主な事項 

ア 指定期間 

イ 業務の範囲 

ウ 施設の運営 

エ 施設の維持管理 

オ 教育委員会が支払うべき経費 

カ 保険の加入 

キ 自主事業（※自主事業がある場合） 

ク 教育委員会と指定管理者の役割分担 

ケ 業務の再委託 

コ 事業計画書、事業報告書等の提出 

サ 業務の引継ぎ 

57



 

 27

シ 利用者アンケート実施 

ス モニタリング 

セ 第三者評価 

ソ 緊急時の対応 

タ 環境への配慮 

チ 管理運営業務を行うに当たって保有する個人情報の保護及び関係書類の整理・

保管 

ツ 情報セキュリティ 

テ 指定の取消し及び管理業務の停止 

ト 損害賠償 

ナ 権利義務の譲渡の禁止 

ニ 目的外使用の禁止 

ヌ 施設・設備等の原状回復 

ネ 教育委員会と指定管理者の管理責任の分担 

ノ その他教育委員会が必要と認める事項 

 

（３）年度協定書の主な事項 

  ア 目的 

イ 協定の期間 

ウ 指定管理料の額 

エ 指定管理料の支払 

オ 指定管理料の清算 

カ 協議 

 

２ 災害時協定 

（１）協定の締結 

港区内で地震等の災害が発生した際の応急対応を迅速かつ的確に行うため、教育

委員会と指定管理者は災害時協定を締結し、災害時等における役割分担を明確にし

ます。 

（２）災害時協定書の主な事項 

ア 災害の範囲 

イ 区民避難所運営支援業務 

ウ 要請期間及び方法 

エ 協力履行の義務及び免除 

オ 費用負担 

カ 損害補償 

キ 災害時の情報共有 

ク 守秘義務 

ケ 平時からの備え 

コ 協議 
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サ 効力 

３ 事業計画書及び収支予算書の作成 

（１）事業計画書及び収支予算書の作成 

年間の事業計画書及び収入・支出の概算予定書の提出等 

 

（２）事業報告書及び収支決算書の作成 

教育委員会が指示する事業報告書の提出（毎月の施設利用実績、施設の維持管理

業務の実績等）、収支決算書の提出等 

 
４ 業務の引継ぎ等  

指定管理者は、指定期間開始前の期間内に準備業務を行うものとします。特に利

用者にとって円滑に新たな指定管理者への移行を実現するため、教育委員会や関係

機関と指定管理者による移行準備を実施してください。 

引継ぎは、指定管理者指定議決の後、令和６年３月３１日までに実施してくださ

い。 

指定管理者が変更となる場合には、新たな指定管理者は、事業者が交替すること

により、利用者に不安や影響を与えないよう、入念な引き継ぎに努めてください。 

また、指定期間終了時又は指定の取消しによって管理運営業務が終了する際は、

次期指定管理者が円滑にかつ支障なく業務を遂行できるよう引継ぎ業務を実施して

ください。 

引継ぎ等にかかる経費は、教育委員会が経費を負担する引継ぎ項目を除き、新た

な指定管理者が負担します。 

 

  ※労働環境確保策の一環としての雇用継続の要請について 

 新たに指定管理者となる事業者は、当該指定管理の協定締結前から当該業務に従

事していた職員のうち希望する労働者について、新たに指定管理の協定を締結する

事業者による継続雇用をお願いします。 

 

５ 情報の公表 
（１）応募書類等 

公募時に提出された書類は、理由のいかんを問わず返却しません。申請書類、計

画書類等の著作権は、申請者に帰属します。 

ただし、教育委員会は公表等する場合には、申請書類、計画書類等の内容を無償

で使用できるものとします。  

なお、申請書類、計画書類等は、港区情報公開条例の規定に基づき、公開請求の

対象になります。 

 

（２）選考・選定過程の情報 

指定管理者候補者の選考・選定過程に関する情報（応募書類、選考委員会報告書、
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公募時質問項目、選定委員会選定調書、選考委員会会議録・選定委員会会議録等）

は、原則公表します。なお、事業者名については、決定事業者のみ公表の対象とし

ます。 

 

（３）指定管理業務に関する情報 

基本協定書、年度協定書、事業計画書等の事業運営に係る書類、第三者評価及び

労働環境モニタリングの結果等、指定管理業務に関する情報は原則公表します。 

 

６ モニタリング等の実施  

（１）モニタリングの実施 

指定管理者は、毎月の業務実績等の報告書を定められた期日までに提出し、教育

委員会へ報告します。教育委員会は報告に基づき施設の運営状況等を確認します。

また、指定管理者に対する月次モニタリングとして、チェックシート等を活用し、

施設の運営状況等の把握に努めます。 

また、指定管理者は、施設利用上の問題等の解決策を検討し、業務を円滑に実施

するため、必要に応じて、情報交換や業務の調整を図る場を設けます。 

このほか、指定管理者は、利用者懇談会などを開催し（おおむね１年間に１回程

度）、意見箱の設置等による利用者等の意見・要望の聴取等、利用者ニーズの把握を

行います。 

教育委員会が行うモニタリングは、月次モニタリング及び年度終了時モニタリン

グ等があり、モニタリング等の結果は、指定管理施設検証シートとして取りまとめ、

ホームページで公表します。 

 

（２）第三者評価の実施 

教育委員会は、指定管理者に対し、指定期間の中間年に１回、第三者評価機関又

はこれに類するものによる評価の受審を義務付け、その結果を業務運営の改善指導

に活用します。第三者評価機関との契約は教育委員会が行います。 

 

（３）労働環境モニタリングの実施及び賃金給付状況シートの提出 

教育委員会は、公の施設として利用者の安全・安心の確保をはじめ、区民・利用

者サービス維持・向上の観点から、指定期間の２年目に社会保険労務士による労働

環境モニタリングを実施します。社会保険労務士との契約は区が行います。 

また、施設で勤務する職員（業務の一部を第三者へ再委託をする場合に施設で勤

務する職員についても含みます。）に支給される賃金について、最低賃金水準額を満

たしているか確認をするため、職種ごとに最も低額の賃金の支給を受けている職員

に関する賃金状況給付シートの提出が必要となります。 

（４）監査の実施 

ア 地方自治法第１９９条第７項の規定により、区長又は監査委員が必要と認める

ときは、指定管理者が行う管理業務に係る出納関連の事務について、監査を行う
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ことがあります。 

イ 港区では、公正性、透明性をより一層確保するため、平成１３年度から外部監

査人（公認会計士や弁護士等）による包括外部監査を実施しています。公の施設

の管理に関する業務に関し、包括外部監査の対象となる場合があります。 

 

７ 指定の取消し等  

（１）指定の取消しと業務の停止 

指定管理者が次のいずれかに該当する場合は、指定の取消し又は業務の停止を命

じることがあります。その場合において、指定管理者に損害が生じても、教育委員

会はその賠償の責めを負いません。 

ア 指定管理者がⅢの１（１）に該当しなくなったとき。 

イ 教育委員会が行う施設への実地調査に応じず、又は虚偽の報告をし、若しくは

調査を妨げたとき。 

ウ 実地調査の結果に基づく教育委員会の指示に、正当な理由なく従わないとき。 

  エ 経営状況が悪化し、管理運営を継続することが著しく困難となったとき。 

  オ 協定に違反したとき。 

カ 応募書類の内容に虚偽があることが判明したとき。 

キ 違法行為や非行行為に関与するなど、当該指定管理者に管理業務を行わせてお

くことが、社会通念上不適当と判断されるとき。 

ク その他指定管理者の責めに帰すべき事由により、事業の継続が困難になったと

き。 

  ケ 指定管理者から協定解除の申出があり、その理由を合理的なものと認めたとき。 

コ 災害時協定に基づく区民避難所運営支援業務を実施するため、指定管理業務の

継続が困難になったとき。 

サ 不可抗力の事由により、業務の継続が困難になったとき。 

 

（２）事業の継続が困難となった場合の措置 

ア  事業の継続が困難となり、指定が取り消される場合でも、次の指定管理者が円

滑かつ支障なく施設の管理運営業務を遂行できるよう、適切な引継ぎを行わなけ

ればなりません。 

イ  不可抗力等、指定管理者の責めに帰すことのできない事由により事業の継続が

困難となった場合は、管理継続の可否について協議することとします。 

 
問合せ先 
 

 

 

 

 

〒１０５－８５１１ 港区芝公園一丁目５番２５号 

港区教育委員会事務局教育推進部 

生涯学習スポーツ振興課生涯学習係 

電話：０３－３５７８－２７４１ 

メールアドレス：minato31@city.minato.tokyo,jp 
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